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冷徹な御曹司はリストラ女子にご執心！









［著］如月一花　　

［画］緒笠原くえん











目次






第一話






第二話






第三話






第四話










第一話











　それは桂かつら利之助りのすけの了解を得ずに、唐突に決まった。

　アメリカの証券会社に勤めて、成功を収めていただけに根に耳水だ。

　ニューヨークのアパートメントから眺める空は薄曇りで、二、三日嫌な天気が続いている。

　スマホ越しに、父親へもう一度聞く。

「俺に、日本に戻って極秘で社内調査しろって？　他にもいるだろ」

　切り揃えた黒髪を思わずかきあげた。

　せっかくの休日、白シャツにジーンズ姿でソファにくつろいでいていたというのに。

　細身の体躯だが桂は胸板がある。お気に入りのシャツはいつも決まっていた。

「利之助、そろそろアメリカでの『勉強』も充分だろう。こちらの仕事に慣れるためにも、まずは社内のリストラ候補を選出してほしい」

　父親は電話越しにそんなことを言い出す。桂の柔和な眼差しが思わずきつくなる。

　今までカツラ自動車で働いたこともない人間が、いきなりリストラ候補を選出するなんて勝手過ぎる。父親に利用されているとしか思えない。

　アメリカで働いているせいか、合理的な考え方になったと言われるようになったものの、だからといってリストラ候補を選ばされる理由にはならないだろう。

　桂はスマホを握り直し、ため息を吐いた。

「だったら、せめてリストラ候補の調査をさせてくれないか？」

「お前が？」

「そうだよ。俺はいわば部外者だ。そんな奴にクビにされたと知れたら、会社の為にも良くない。突然現れた外国人の命令でリストラが決まったものの、社内外でも不評だった、なんてことが他の企業でもあっただろう？　あれはかなり揉めたそうじゃないか」

　桂は別の会社のことを例に出して、この話を穏便に済ます方法を考える。

　父親が桂に頼む理由は、桂の性格上、上手くやってくれると睨んでいるからだろう。

　迷惑な話だ。

「ああ、そうだったな。じゃあ、利之助の好きにするといい。ただし、人員削減は決まっているし、会社の利益になることを最優先に考えること。情に流されることがないようにな」

「ああ、分かってる」

　桂はため息を飲み込むと、頭の中で父親に罵声を浴びせていた。

　さっさと電話を切りたいところだが、父親はまだ切る気配はなく、電話越しに真剣な空気が伝わってくる。

「帰国しだい、営業部の新人として入社させる。住みたい場所はあるか？」

「適当に頼むよ。まだこっちの仕事だって終わってないんだ。上司に説明しないといけない」

　上司はなんと言うか。いずれは日本に呼び戻されることは伝えていた為、恐らく理解を示してくれるだろう。ただし、もうこの会社には戻れないだろうが。

「会社の近くのマンションを用意する。名前はそのままでも大丈夫だろう。転職してきた社員を装って、営業部の『飯村いいむら静香しずか』をまずは調査するといい。かなりのお荷物らしいからな」

「かなりのお荷物？」

「使えないって話だ。このご時世、営業部の人間が使えないのは致命的だ。他にも整備部、総務部、経理部と、色々なところで使えない人間がいると聞いている」

「はあ。そう。分かった。その女性以外に営業部にリストラ対象はいる？」

「お前自身で判断しろ。問題がありそうなら、クビで構わない」

「……分かった」

　飯村静香。父親が名前を出すほどだから、かなり不出来なのだろう。

　営業部は以前から業績が振るわず、今回に限らず以前からリストラ候補には上がっていたはずだ。

「仕事が落ち着いたらすぐに帰国できるな？」

「半月は待ってくれないか。こっちの仕事を丸投げしたくない」

「分かった。じゃあ、頼んだ」

　電話が切られると、曇り空からぽつぽつと雨が降りだす。窓に着いた雨粒を見つめながら、桂は深いため息を吐いていた。

　父親の命令で、実力を付けるためアメリカに就職したというのに。今度はリストラする為に帰国しろとは、虫の良い話だ。

　とはいえ、カツラ自動車の利益が傾くことがあっては、アメリカでの経験だって何の意味もない。早々に上司に電話をして、母国に帰らないといけなくなったことを話すと、惜しみつつも理解を示してくれた。

　ただ、一言だけ言われる。

「利之助の席はもうない。また一から出直すつもりで、アメリカに来るといい」と。

　分かっていると告げつつ、利之助は帰国の準備を始めた。
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「桂利之助です。バイクのメーカーで営業をやっていました。よろしくお願いいたします」

　桂が頭を下げると、営業部の面々も頭を下げる。

「桂くんは、俳優に似ているね。誰だっけなぁ……？」

　係長のぼやきに、周囲の社員が苦笑している。どこかぼんやりした雰囲気の男だが、営業部のリストラ対象を選出したのは彼だ。飯村静香の成績が悪い、との報告を上げているらしい。ちらりとその顔を見れば、笑みを絶やさず、内心何を考えているか分からないタイプの人間だった。

　余計な考えを捨て、こちらも笑みを作り背を伸ばす。

「そうですか？　あまり言われたことはありませんが」

「似てないか？　まあいい。じゃあ、席は飯村の隣で色々教えてもらってほしい」

　飯村と聞いて、胸が鳴った。

　どんな野暮ったい女だと見れば、黒髪を一つにまとめた、くりんとした目の愛らしい顔立ちをした女性だった。唇もぷるんとしていて、胸がどくっと鳴ってしまう。

「席について、桂くんも」

「はい」

　にこやかに微笑み、飯村の隣の空いたデスクにバッグを置いた。

　飯村は会釈だけすると、すぐにパソコンに向かってしまう。

　可愛いが無愛想だと思った。すぐにでも仕事を始めてしまいそうで、桂は声をかける。

「はじめまして。今日からよろしくお願いします」

「飯村です」

　それだけ言って、彼女はまた仕事に戻ってしまう。

　ここまで無愛想では営業には不向きだろう、と頭の中で点数を付け、そっと彼女のパソコンに目を向けた。

　顧客データがズラリと並べられている。

　これから営業にでも行くのかと思っていたら、画面が切り替わって、売り上げが表示された。

「なにをしているんですか？」

　桂は訊かずにはいられない。不出来だと思っていた飯村が、思いもよらず仕事熱心だったのだから。

「顧客データを元にして、これからオススメ出来る販売方法を考えています。ファミリー向けの新しい車種も出ましたし、買い替えを勧める時期の方もいますので」

「なるほどね」

　桂は画面を見ながらふーんと顎を摩る。もっとよく見ようと何気なく身を寄せると、飯村の身体がさっと離れた。

「ああ、すみません。画面に夢中になってしまって。このデータを元に営業に回るんですか？」

「いえ、私は営業回りはしません」

「え、じゃこれは……？」

「店舗で、人手が足りないときに接客することもあるので」

「なるほど……」

　その言葉に、なぜか納得した気持ちになる。

　先ほどから、飯村の態度はよそよそしく笑顔もない。仕事だから返事をしているという感じで、桂には興味もなさそうだった。

　ロボット、という形容が正しいかもしれない。

　この雰囲気のまま、お客様の前に立つのは確かに考えものだ。

　ただ、この万全のサポートを得てカウンター席に立てば、売り上げは確立されると思うのだが。

　飯村を見つめると、すぐに顔を逸らされて「桂さんも仕事をしてください」と煙たがられる。

　詮索は諦めて仕事に戻ろうと、桂もパソコンを立ち上げた。

　まずは、過去にカツラ自動車で購入履歴があるものの、その後他社の車に乗り換えてしまい現在は担当営業がついていない元顧客に、ＤＭを送ることにする。

　当然、頭の中にはすでにカツラ自動車の全車種がインプットされている。しかし新人を装っているからには、パンフレットを見たりパソコンを開いたりして、まだ覚えきれていないことを周りに印象付けた。

　ＤＭがひととおり出来ると、すぐに庶務課に行って郵送してもらう。営業部に戻ると係長から声を掛けられる。

「仕事が速いな」

「あ……いや……。事前に調べておきましたので」

「だとしても、熱心だな」

　桂は曖昧に苦笑いしながら席に着いた。

　入社後しばらくの間は新人らしく抜けたところを演出すべきかとも思ったが、手抜きが出来ない性格がそれを許さない。

　桂は入社からいくらもしないうちに、その頭角を現してしまった。

　事務作業はもちろん、営業としてカウンターに立ってもそれは変わらなかった。柔和な笑顔を振りまけば、吸い寄せられるようにして女性客が寄ってくる。男性客には営業を感じさせない率直なアドバイスで信頼を得て、年配者には安全面に配慮した車をすすめ、長たらしい愚痴にもしっかりと耳を傾けた。

　そんなことをして二週間が過ぎたころだ。

　係長から呼び出されて、桂は何事かと向かった。

「桂。この二週間で何台の車を売った？」

「十台ほどでしょうか」

　それがどうしたという思いで首を傾げると、係長がそっと手招きしてくる。

「飯村の面倒を見てくれないか」

「はい？」

　思わず顔を離して彼の顔をまじまじと見ると、係長は苦笑いしていた。

「頼むよ。あいつ、どうにも仕事ができなくて」

　彼女に近づくチャンスではあるが、桂はすでに、これ以上関わる必要はないと判断していた。最初に話した時点で、リストラ対象としての適正には納得がいっている。

「だからって……」

「資料さえまともに作れないんだ。あいつの作った資料で動いてる営業もいるのに……。彼らが可愛そうだろう。手伝ってやってくれよ」

　哀れむような係長の言葉に、桂はおや、と思った。初日に覗き見た飯村の資料は完璧だったはずだ。

「頼むよ……。ほら、そうこう言ってるうちに、飯村がカウンターに立ってるから、一緒に居てやってくれ」

　係長の視線を追えば、カウンターに立つ飯村の姿が見えた。確かにカウンターでの彼女は悲惨だ。お客様を前にすると言葉が出なくなるのか、質問に対する返答もおぼつかない有様なのだ。

「わかりました」

　仕方ないと諦めつつ、桂はオフィスルームを出た。背後から近づき飯村の隣に立つと、彼女の肩が僅かに震えているのが分かる。

「震えてますけど」

　思わず訊くと、飯村はぎょっとした顔を見せてきた。

「気のせいです」

「そうですか。今日の予約は――。ああ、いつもの大口顧客の豊田さまか」

「そうなんです。なんで私なんかを」

「俺がサポートしますよ」

　震える飯村が哀れで、落ち着くようにそっと手を握る。

　すると、飯村が「ひいっ」と声をあげた。

「どうかしました？」

「手……握らないでください。緊張が上乗せされるので」

「ああ。すみません。つい……」

　うっかりアメリカに住んでいたことが口から滑りそうになり、慌てて呑み込んだ。

「少し水を飲んできたらどうですか？　今回は僕も同席しますから。資料も持ってきて。安心材料は多いほうが、緊張をほぐす手助けになりますよ」

「ありがとうございます」

　会釈してデスクに戻る姿を見送ると、豊田が現れた。

　カーディガン姿にスラックスを履いている。眼鏡を掛けた、物腰の優しそうな人だ。確か、上位クラスのセダンを毎年買い替えていたはず。今日も買うつもりなのだろう。

　桂がお辞儀をして出迎えると、豊田は眦を下げて「こんにちは」と言う。飯村が恐れおののくような人物ではなさそうだ。

　座席に案内すると、いつの間にか飯村が現れてコーヒーを出していた。

「ありがとう。いつも助かるよ、飯村さん」

「いえ」

　あまりにつっけんどんな返しだった。桂は、すぐに新しいパンフレットを広げる。

「新しい車のお話でしょうか？」

「そうなんだ。飽きちゃってね」

「それでしたら、こちらがよろしいかと。マイナーチェンジをしたばかりで、内装にはとてもこだわっております」

「そうだな。他には？」

「乗り心地でしたらこちらです」

「うーん。飯村さんはどれがいい？」

　コーヒーを出し終えた飯村は、ぎこちなく桂の隣に座るとしばらく黙り込んだ。

　沈黙が辛い。耐えかねた桂が話しだそうとした時だ。

「こちらの車がおすすめです」

「これ？」

　飯村が勧めたのは、軽自動車だった。

「申し訳ございません！」

　慌てた桂が謝ると、飯村もつられたように頭を下げた。

「いくら飯村さんに言われても、軽は買わないよ」

　豊田は気にした様子でもなく、穏やかに笑った。

　グレードの高い車ばかり好き好んで乗っている客相手に、軽自動車を勧める理由はない。

　そんな初歩的なこともわからないのかと、信じられない思いだった。緊張から分別がつかないだろうか。桂はパンフレットをめくり、すぐ様別の車種を見せた。

「こちらはどうですか？」

「おお、ＳＵＶ？　いいね。かっこいいし。これにしようか」

　飯村は即決し、契約を済ませるとさっさと帰っていった。

　コーヒーを片付けている飯村を見つめながら、桂はさっきの飯村の失言について考えていた。彼女は一体、何を考えてあんな事を言ったのだろう。いや、何も考えていないのか。

「飯村さん。なんで軽自動車なんて勧めたんですか？」

「豊田さん、目が悪くなってきていて、最近事故に遭われたんです。セダンは大きいし、そろそろ小回りの利く自動車に乗り換えた方が安全かと……」

　なるほど。桂は素直にそう頷いた。あれは失言ではなく、彼女なりに考えがあってのものだったのか。

「だからって、あんな唐突に勧めたら……そのことを知っていれば、俺も誘導してましたよ。セカンドカーに軽をどうぞって」

「すみません。私が言葉足らずで」

　飯村が頭を下げるが、もう契約も済ませてしまった。何もかも後手後手だ。

　事故を起こしたことが周知されていなかったのは、自損事故や軽微なものだったからだろう。それに、豊田は毎回上位モデルのセダンを買う顧客だ。

　もしかしたら、そのことは後回しにされたのかもしれない。具体的なことは分からないが、最新の軽自動車をセカンドカーにするのが流行りだと勧めるのが最善だったのではないか。

　それにしても、今回は豊田だったから怒りを買わずに済んだものの、飯村の対応の仕方には少し問題があるように思う。事前に目を通していた資料で知ってはいたが、いざ本人を前にすると想像以上に接客能力が低いことがわかる。

　にこやかに振る舞うでもなく、言葉数も少ない。あれだけ用意していた資料も無視して、要点のみを伝えている。

　しかし資料作りは得意なようだから、リストラではなく庶務課送りでも、飯村なら適材適所かもしれない。

「次のお客様なんですけど……」

　飯村がおずおずと話しかけてくる。次の客についての情報共有を自ら切り出すということは、どうやらこのまま桂が同席することに異論はないようだ。

「スポーツカーがお好みなのですが、今は新車が出ていないので社外の車を取り寄せるお話をしたのです」

「社外……？」

「はい。海外ディーラーに行く勇気がないと」

「車が好きなんですね。このご時世にスポーツカーを乗り回すなんて」

「お金はあるとのことですので、うちとしては有り難い顧客です」

「今度は緊張しないんですか？」

　ふと飯村を見ると、震えていない。こちらも逃したら大変なことになる顧客だというのに、今度はなぜか自然体だ。

「女性なので。なんとか頑張れます」

「え……？　女性？」

「お医者さまだそうです」

「そう。もしかして飯村さんって、男性が苦手？」

　返事はしてくれなかったが、耳朶を真っ赤に染めて、恥ずかし気に顔を逸らすのを見るに図星だったらしい。

「黙っててください。男性のお客様が多いから、そんなことを言ったら仕事をさせてもらえません」

「いや……だって。そこは重要だと思うんですけど。係長にちゃんと話しました？」

「いえ」

　飯村は桂にも、相変わらず淡々とした口調を崩さない。

　そんなことを言っているうちに、スポーツカーがほしいと言っている女性が現れた。

　飯村は挨拶もそこそこに、女性の為に取り寄せたパンフレットを見せながら丁寧に説明し始める。まるで自社製品を取り扱うように、隅々まで。

　豊田のときとは打って変わって、飯村は滑らかにしゃべった。パンフレットを広げながら、自前の資料でパンフレットの内容をより深く掘り下げて説明している。

「さすがねえ。飯村さん。知らないディーラーより良いと思ったの」

「ありがとうございます」

　飯村が頭を下げると、女性の視線が隣にいた桂に移動してくる。冷たく刺さるような眼差しに、桂は笑みを向けた。

「新人さん？」

　女性がツンと澄まして言うと、飯村はにこやかに返した。

「そうです。とても仕事が出来る人で」

「そう。ふーん」

　舐めるように眺められ、桂は顔を引き攣らせた。

「どこかで見たことあるような」

「そうですか？」

　平静を装って返したが、桂は女性を知っていた。

　まだ学生の頃の飲み会で会ったことがある。しかもそのときのメンバーは、桂のことをカツラ自動車の息子と認識している。

　今バレたら大変だ。

「コーヒーをお持ちしましょう」

　桂はさっさと立ち上がると、急いで給湯室に向かった。

　あれからすで五年以上が経過している。海外で揉まれた今の自分は、あの頃からだいぶ変わっているはずだが、至近距離で見つめられたらバレないとは言い切れない。コーヒーを出したら、さっさと裏方に徹することにしようと決める。

　カウンターに座る女性にコーヒーを出すと、桂は飯村に他にも勧められる車がないか探してくると言って、営業スペースへ消えた。

　パソコンで顔を隠しながら様子を窺ったが、飯村はにこやかに話しているので問題はなさそうだ。

　役立ちそうな資料を見つけたが、保険として眼鏡を装着してから登場しようと決めた。

　それにしても、飯村は女性相手であれば有能な営業になれるのだなと改めて感じる。

　男性相手だと萎縮して言葉が出ないようだが、女性であれば、問題ない。

　スポーツカーが欲しいと言って来た女性は、簡単な客とは言い難い。車に対する情熱がゆえ、手厳しい質問も多く出てくるだろう。しかし全く気にすることなく話している。

　飯村をリストラすべきか。その判断を下すには、もう少し時間を掛ける必要がありそうだ。










第二話











「あっ！」

　静香の悲鳴とともに、カウンターにコーヒーの水たまりが広がっていく。

　呆然とする静香をよそに、接客をしていた桂は素早く立ち上がるとフキンでカウンターを拭いていく。慌てて椅子を引き、カウンターから距離を取ったお客様に気遣いの言葉を投げてから、桂は静香に向け、

「飯村さん、同じものすぐにプリントアウトしてくれますか？」と言った。

　カウンターに広げられていた資料はコーヒーに濡れ、使い物にならなくなってしまった。

「はい」

　申し訳ない思いでいっぱいになりながら、静香は自分のデスクに戻るとパソコンの中から資料を出して、すぐにプリントアウトした。

　パソコン越しに桂を見て胸を鳴らす。理知的な口元に綺麗に整えられた眉。優し気な目元も印象的だ。タイトなスーツは、桂の細身の長身にとても似合っていて、営業部でも女子からは人気だった。

　それに比べて、静香は毎日同じような、垢抜けないブラウスとスカート。化粧気もなく、桂と一緒に仕事をしていると肩身が狭い思いになる。

　桂が今対応しているのは新規客で、ファミリー用の車が欲しいと言っていた。準備は万全だったのだが、体格の良い父親を見た瞬間、緊張が身体中に走った。

　メインの接客を桂に任せ、気を利かせてコーヒーを運んだまでは良かったのだが、ギクシャクと身体を動かしているうちにコーヒーをぶちまけてしまったのだ。

　どんな凡ミスだと呆れるが、お客様にかからなかっただけでも良しだと言い聞かせて、なんとか立ち直るように自らを奮い立たせる。

　桂は接客中、静香の側にいてくれるだけでなく、お客様との会話が弾むように話題を振ってくれたり、静香を立ててくれたりした。桂が一緒に居てくれると頼もしいのだが、正直なところ彼のおかげで緊張が倍増してもいた。

　静香が桂に対し緊張を覚えるのは、男性だから、という理由だけではなかった。

　桂がもし、静香と同じように接客が苦手なタイプであればまだ心も落ち着くのだが、桂は仕事ができる。仕事が出来る桂の視界に、接客中の自分の姿が入り込んでしまうと思うと、それだけで恥ずかしくなる。

　彼がどんな風に自分の仕事ぶりを判断しているのかを思うと怖かった。

　頭を押さえながらプリントアウトされた紙を取ると、すぐに桂に渡す。すると案の定「ありがとうございます」と丁寧にお礼を言われた。その声の優しさに、静香はほっと、と緊張がゆるむのを感じた。

　これが他の同僚だったら、じろりとひと睨みされ余計に萎縮し、さらなるミスを犯していたかもしれない。桂の存在は静香にとって緊張の原因ではあったが、時にして落ち着きを取り戻させてくれる安定剤のようでもあった。

「飯村さん。ファミリータイプのおすすめはどれですか？」

　桂が気を利かせて、話を振ってくれた。

　だが、静香は声が震えてうまく話すことができなかった。結局、パンフレットを指さした。

「こちらです」

「これですね。フルモデルチェンジした六人用のミニバンになります。色が豊富ですし、物を置くところが沢山ありますので、奥さまも重宝すると思いますよ」

「ああ、それは助かる」

「人気の車種ですし、カスタマイズも出来ます。後はですね、オプションでかなり良いコンポを装備させることも可能ですので、お客様のご希望も色々と叶えられるかと」

「なるほどねえ。確かに、夫婦の好みが両方叶う方が、新しい車を買うにはいいね」

　男は嬉しそうに顎を摩っている。

　店に妻らしき人がいないところを見ると、まだ車の買い替えに乗り気ではないのかもしれない。その点でも、この車は値段を考慮してある。

　静香は勇気を振り絞って、価格のところを指さした。

「こちらの車、最低価格はこのお値段です。こちらに最低限の装備をしていただいても、他のミニバンよりはお安くなります」

「なるほどぉ」

　男の顔が嬉しそうに緩んだ。

　この車種は今一押しで、カツラ自動車でも一番売れている。理由はさっき言ったように最低装備の価格が安く、カスタマイズ度が高いということだった。もちろんファミリー層をターゲットとしているため、内装は女性にも馴染みやすいように作られており、新車選びに困る夫婦に勧めると、購入につながる可能性が高い。

　ただし、それは出来る営業の場合だ。

　静香のように口下手な営業の場合、説明不足で他店の似たような車種とどこが違うのかと質問攻めに合うこともあった。答えられないでいると、だったら、買わない方がいいと言われたこともある。

　ファミリー客は一般的に独身客以上に要望の幅が広いため、細やかな配慮が必要な場合があるのは分かっているが、言葉足らずで他店に行ってしまうことが多かった。

　今回は桂のおかげで一台売れそうだ。

「これにする。ただ、まだ妻がオーケーしてないから、今度連れてきます」

「わかりました。よろしければ、こちらの資料とパンフレットをお持ちください」

　桂がパンフレットを渡すと、男性は嬉しそうに受け取った。静香は慌てて、それらを袋にまとめようと手を出した。

「袋に――」

「大丈夫です。ありがとうございます」

　久しぶり言われる感謝の言葉に、静香は胸が詰まる。

　ときどき、営業担当を変われとか、説明が聞こえないとか、散々言われた後に係長から怒られることもある。こんな風にスムーズに進むことは珍しい。

　客が帰ると、桂からポンと肩を叩かれた。

「やりましたね。一台売れそうだ」

「ええ」

「嬉しくないんですか？」

「いえ」

　本当は諸手を挙げて嬉しさを表現したいが、まだ隣に桂がいる。

　右手に立つ桂を意識してか、右側の耳朶が染まり言葉も上手くでそうになかった。

「そうだ。今日、ちょっと付き合ってくれませんか？　残業」

「え？」

「売り上げ報告書の書き方、間違っていたみたいなんですよね。今さら注意されまして」

「あの……。私じゃなくても」

　静香の喉がからからに渇く。桂とふたりきりで残業なんて考えられない。

　何を話したらいいのかわからないし、売り上げ報告書なら別の人に聞けば済む。それに、残業するほどの内容でもないと思うのだ。

「だめかな。きちんと教えてもらえそうな人、飯村さんくらいで」

「あの、じゃあ。私でよければ」

　断り切れずに受けるが、上手く出来る自信はない。

　結局、その日は桂のサポートに回る形でカウンターに立ち、車を売った。

　桂の隙のない、とても丁寧な説明にみんな納得して買ってくれるので、静香も嬉しい。

　それに、傍で見ていると桂のように喋れるようになりたいと思えてくる。

　ただ押し付けるように話すのではなく、相手の意見も尊重して話す話術はとても魅力的だった。営業でも、桂のように知識が豊富であり、尚且つ話術も巧みという人間は少ない。

　そこまで出来ていて、なぜ売り上げ報告書が出来ないのかと、疑問が浮かんだ。




　夜になると、静香は残務処理を早々に始めた。

　今日は車が数台売れたので手続きが多く、早く終わらせていかないと残業が長引くことになる。

　書類の不備がないか確認したりしているうちにあっという間に店は閉まり、取り残されたように桂とふたりきりになっていた。

　となりに桂が座るので、どくんと胸を鳴らす。

「お疲れ様。コーヒー買ってきます」

「あ、気を遣わずに」

「いえ、今日は沢山売れましたから、少しだけでもお祝いしましょうか」

「ありがとうございます」

　静香は頭を下げるが、内心は緊張で満たされていた。

　お金を払うべきか、パソコンの打つ手を止めるべきか、沢山売れたことを喜ぶべきか。

　様々な選択肢が静香の脳内でグルグルと巡るだけで、答えは出そうになかった。

　桂は缶コーヒーと共に、どこにあったのかお菓子を数個持ってきて、嬉しそうな顔をしている。

「どうぞ。給湯室から貰ってきました。黙っててください」

「はい」

　渡されたのは、ミニどら焼きと小さな羊羹で、来客用に買ったものだと思った。

　数個減っても気が付かない物を拝借してくる点も、桂は要領がいい。

「飯村さんって、あがり症ですか？」

　静香は頷いた。

「ふーん。まぁ、緊張しやすい人もいますよね」

「すみません」

「責めてるんじゃないんですけど。資料とか説明とか、緊張してなければ完璧なのに、もったいないなって思っただけです」

　桂は優しく微笑み、持ってきたどら焼きを頬張る。

　そういうところも、桂は他の男性と違う。『頑張れ、やれば出来るだろ？』と強引なことを言ってこない。

　しかし他の男性の静香に対する冷たい態度は、ここが会社であるという点では当然の対応だと思う。会社は仕事をする場だ。仲良くすることが目的ではない。そういう意味では、桂の態度のほうが不自然なのだ。

　桂の静香に対する態度は、職場の同僚に対するそれとしては少々、度が過ぎていた。事あるごとに静香のことを気にかける桂は、何かを探っているかのようで、それはそれで慣れないものだった。

「あの……報告書ですけど。簡単ですので」

「あ。ああ」

　のんびりコーヒーを飲む桂を急かすように、逃げ出したい想いと戦いながら書類を広げた。今日売り上げた車の分の報告書を仕上げながら、説明していこうと考える。

　しかし、ふっと紙が取り上げられた。

「もう少し、お祝いしてもいいでしょう？」

「あ……いえ、報告書が」

「残業苦手ですか？」

「……ちが……うんです」

　声にならなくなってくる。

　桂は良い人だし、優しいのは分かっている。下心抜きで少し休憩しようと言っているだけだとも分かる。でも、何もかも慣れない。

「先に、仕事終わらせましょう」

　必死の思いで声を絞り出して言うと、桂はそっと頷いてくれた。

　ほっとして報告書に取り掛かる。

　桂はおもむろに立ち上がったかと思うと、静香の後ろにすっと立った。

「これ、こうやってちゃんと型番を書かないといけなかったんですね。車種名書いてました」

　桂が静香の背後から手を伸ばし、指先でパソコンの画面をなぞる。自然と後ろから覆いかぶさるような恰好になって、静香は息が詰まる思いでじっとしていた。

「丁寧な報告書ですね。見やすくて、わかりやすい。飯村さんって、几帳面ですか？」

「いえ」

「そうかな。とても丁寧な資料だし。もっと自信を持てばいいのに」

　早くどいて欲しいと言えず、桂の体温を感じながら頬を染めることしかできない。

　どうしたら退いてくれるか考えを巡らせていると、自然と手も止まった。

「あ、ごめん、もう大丈夫。報告書、手分けして終わらせましょう」

　桂の滑らかな低音が耳に響く。

　心地よさより、緊張が勝る。すっと離れて隣の席に着くのを確認すると、ほっと安堵して再び手を動かし始めた。

　もうこれ以上同じ時間を共有するのは辛いだけだし、桂には適当な理由を言って帰ってもらおうと決める。

「あの。私報告書まとめますので、先に帰ってください」

　絞りだすように声を掛けると、桂は首を捻る。

「どうして？　この後ご飯でもどうですか？　美味しいところ、知ってるんですけど」

「あの、家にお味噌汁があるので」

「そう？　一日くらいダメですかね。結構売り上げたし、ご飯だけでも」

　ご飯だけ、とこともなげに言うが、その「ご飯」が静香にとっては苦痛なのだ。

　きっと他の女子社員なら桂から誘われたら嬉しいだろうが、静香にとっては相手が誰であろうと「男」というだけで関係なかった。

　その点で言えば、損な性格なのだろう。

　二十五歳にもなって彼氏ナシ＝年齢だなんて、恥ずかしくて誰にも言えない。そうは思うのだけど、それでもこのチャンスを掴むことが出来ない。

「俺嫌われてるなあ」

「別に嫌いというわけではなくて」

「じゃあ、コーヒーでも飲んで帰りましょう」

　押し通されて頷くが、お腹も空いているし軽く食べるということになりそうだ。

　結局、仕事を終えると桂の車に乗り込み、店から離れたこじんまりしたカフェに連れて行かれた。白を基調にした店内に入ると、ドライフラワーが飾られ、アンティークの家具が置かれている落ち着いた空間だった。

　桂が来ると店主は嬉しそうに席を案内する。

　それに着いて行くと、四人掛けの席に通された。向かい合わせに座り、すぐに静香は俯く。

「何飲みますか？」

「コーヒーを」

「それだけ？　サンドウィッチとかパスタもありますよ」

「じゃあ、サンドウィッチを」

「あ、今日はグラタンもある。どれがいいですか？」

　楽し気にメニューを広げているので、静香は思わず顔を上げた。

　すると目が合い、優し気に見つめられる。

　今まで感じたことのない、包まれるような温かい雰囲気に、ぎこちないながらも静香はほんの少し、胸を撫でおろす。

　メニューを渡されて、グラタンを指さされる。

「これ。本日のおすすめだそうです」

「……はい」

「他にもあるみたいですよ。パスタとか、ハッシュドビーフとか」

「あ……本当」

「どれがいいですか？」

「じゃあ、グラタンで」

「じゃあ、俺もグラタン。コーヒーは本日のコーヒーにしようかな。飯村さんは何にしますか？」

「ええと、じゃあ同じで」

　メニューを広げて悩んでいられる余裕もなく、すぐに桂に返した。

　頭の中ではどうしてこうなった？　と自問するものの、答えなんて出ない。

　桂は疲れた様子も見せず、少し乱れた髪の毛をかきあげながら、店主が持ってきたおしぼりと水を受け取ると丁寧に手を拭いた。

　係長は顔まで拭くが、さすがに桂はしないかと静香は苦笑しそうになる。

「どうかしました？　ちょっと笑いましたよね？」

「いえ」

「笑ったでしょう？　俺、なんか変なことしました？」

「いいえ」

「分かった。思い出し笑いでしょう。今日コーヒー零したこと、ちょっと思い出して笑ってるとか」

「あれは……笑いごとじゃないです」

　静香はしゅんと肩を竦めた。

「別に責めてはいませんよ。ただ、簡単なミスなら忘れて次のこと考えた方が楽だって話です」

「はい」

「飯村さん。本当、会話苦手ですよね」

「そういうつもりは、ないんです」

　静香にとっては、精一杯の言葉のキャッチボールだった。でも、桂を前にして頭がパンクして何も出てこない。男性とふたりきりという状況に慣れてないせいか余計だ。

　コーヒーが運ばれてくると、桂はブラックで飲んだ。静香はミルクを入れて飲む。まろやかでさわやかな味がしてほっとした。

　ようやく仕事から解放された気分になったのもつかの間、目の前の桂を見て仕事は続いていると言い聞かせる。

　桂は仕事から解放されたせいか、笑みを零しながらスマホを弄りだす。

　そしてふと視線を静香に向けてきた。

「あ、連絡先教えてほしいな」

「連絡先……」

　静香は逡巡した。いつの間にか桂は敬語ではなくなっている。そのせいだろうか、静香も緊張が和らいだように感じる。

　同期の女子数人とはスマホで仕事の連絡を取っているが、なるべくやり取りはしたくないと思っている。ましてや、年上のデキる後輩となれば、プライベートでまで連絡を取り合うのは避けたいような気がした。

「あの、そういうのは……」

「だめかな？　仕事のことで飯村さんに真っ先に相談したいこともあるかもしれないからさ」

「あ……はい……」

　困り果てた静香は、スマホは家に忘れたと嘘をついた。番号を覚えていないから後日連絡する、と言うと桂はようやく引き下がった。

「思ってたのと違うな。飯村さん」

「はい？」

「もう少し、訓練すればいいだけの話だと思うんだけど」

「訓練？　なんの話ですか？」

　静香は首を傾げた。

　仕事で訓練するようなことはないと思うし、桂に訓練されるようなこともないと思う。

　出されていた水を飲みながら考えていると、目をじーっと見つめられてにこりと微笑まれた。こんな近くで異性から見つめられたことなどなく、静香は頬を染め上げる。

　思わず顔を逸らすと、桂はくすっと笑った。

「男性相手でミスる癖、どうにかしたいな。異性に緊張することは誰でもあることだから。それさえ克服出来ればいいだけだと思うんだ」

「それはそうなんですが」

　静香は黙り込んだ。

　静香のミスが、男性に対する苦手意識のせいだと断定した人物は初めてで驚き息を止めた。このまま話を合わせていてもいいのか悩みつつ目を伏せる。

　静香の悪い癖を会社の人々はあまり理解していないようだった。むしろ鈍くさい性格のせいだと決めつけ、どんな状況でミスをしているかまでは頭を巡らせることなく、注意して終わりだったのだ。

　だからこそ、桂の観察力は凄いと思った。

　同時に、そんなに見られていたのかと恥ずかしくもある。

「すみません。ご迷惑をお掛けしないように――」

「そう言って自分でどうにかできるものでもないだろ？　そもそも、誰かに注意されたわけじゃない」

　すーっと桂の手が伸びてきて頭を撫でられる。

　ひくっと身体が震え、そして固まった。なぜこんなことになっているのかと考えても、答えなど出るはずもない。声も出せずに俯いていると、桂は言った。

「慣れてくれば、こういう時に嫌だとか、もっと触れてほしいとか、言えるようになるから」

　桂は試しているのだと理解するものの、声は上手く出そうにない。

「仕事に……差し障ります……」

「オーケー。もう止める。明日はもう少し、触れてもいいかな」

「あす？」

「そう。飯村さんは俺とは喋ることが出来るんだから、男性恐怖症じゃない。だから、慣れてしまえば大丈夫だと思うよ」

　そうだろうかと思いつつも確かに、桂とは喋ることが出来る。それに過度な緊張もない。

　慣れてしまえば、というのは当たっているような気がする。でも、だからといっていきなり触れてくるのはアリなんだろうか。

　抗議したいのだが、桂の満足そうな顔を見るとぐっと呑み込んでしまう。

　それに、胸が鳴っているのが不快でなく心地よさを伴っている。

　桂の見た目に騙されているなと思いつつ、静香は黙り込んだ。すると桂は「怒らせた？」と様子を窺ってくる。

「いえ」

「じゃあ、明日から一緒に帰ってもいいね？」

「それとこれとは」

「でも、営業成績伸ばしたいだろ？　凡ミスで怒られるのだって苦痛じゃないのか？」

「それは……その……」

　静香が言い淀んでいると、グラタンが運ばれてきた。

　話は終わりとばかりに食べ始めた桂に習い、静香も答えをはぐらかすように食べ始める。

　結局、ふたりはご飯を食べ終えるまで大した話もせず、桂にアパートまで送り届けられた。





＊　＊　＊






「この店、雰囲気いいね」

「そうでしょうか」

「そうだろう？」

「そうは思いません」

　静香は平静さを保つ為に嘘を吐いた。あれ以来、桂とは一緒に帰宅する仲になっている。しかし今夜は、今までとは少し違った。桂が連れてきてくれた店はホテルのバーだ。男女の関係に慣れていない静香でも、さすがに身の危険を感じていた。

　このまま酔わされてホテルにお持ち帰りされたら――そんな悪い妄想が頭の中をぐるぐる回っている。

　店内は照明が落とされていて、薄暗い。テーブル席に置かれたろうそくの灯はお互いの顔が見えるか見えないかぐらいの明るさしかないのだろう。テーブル席に座った客は皆、顔を寄せ合うようにして話している。

　静香の鼓動が早まる。店員が案内してくれた窓際の小さなテーブル席に、向かい合わせに座った。

　夜景を望むその席に座ると案の定、すぐに桂が顔を寄せてきた。

「綺麗だな。街の灯りもよく見える」

「はい」

「でも、飯村さんの顔はあまり見えないけどね」

「そうですか」

「機嫌悪くないか？　昨日はもう少し笑顔だったと思うけど。一緒に服選んだりしてさ」

「それは――」

　静香はその先を言えずに、黙り込み目を伏せた。

　昨日は会社帰り、食事の前に買い物をした。ショッピングモールにはたくさんの人がいて二人きりではなかったから、自然体でいられたのだ。

　しかし今はどうだろう。男性が苦手であることを理解していながら、あからさまにこんなバーに連れて来られて。荒治療もいいところだ。

　桂は安全な人間だと頭では分かっていても、この状況を受け入れるのは難しいものだった。

　桂に好意を抱いているのなら別だが、静香はそうではない。

「とりあえず、呑もうか」

　静香は頷いてメニューからオレンジジュースを選んだ。すると、桂はぷっと噴き出す。

「ここ、バーだけど？」

「お酒苦手なので」

「まあいいよ。この状況で、楽しくお酒飲んでくれる人だとは思ってないから」

　にこりと微笑み、桂は店員を呼んだ。

　飲み物の他に、軽く摘まめるサンドウィッチを頼んでくれた。桂はこの状況に慣れているのだろう。女性と二人、バーで過ごすことに。

　居心地の悪さに目を伏せたままでいると、桂の手がそっと、静香の髪に触れた。

「な、なんですっ」

「反論出来たね。珍しい」

　何事もなかったかのように、桂の手は離れていった。静香の胸はばくばくと鳴っている。

　桂のスキンシップは今に始まったことではないが、今日はこの特別な空間のせいか男女の仲を意識させられる。暗闇の中で僅かに触れられただけなのに、身体がジンジンしていた。

　名残惜しいような気すらするのは、なぜだろう。

「あの……ごめんなさい。言い方がきついですよね」

　静香はおずおず言うと、桂は苦笑した。

「別に。好きでもない奴から触れられたら、そのくらい言った方が安全だろ。確かに男性に慣れる為に訓練しようなんて言ってるけど、飯村さんは自分のスタンスを捻じ曲げる必要はないよ。ただ、少しでも男性に慣れた方が、仕事には役立つからね」

「……はい」

「まあ、客が触ってくることは、ないだろうけど」

「そう……ですよ」

　頬を染めながら抗議すると、桂は笑った。

　ここ数日で桂とふたりきりの状況にも慣れ、いくらか会話のキャッチボールが出来るようになっている。とはいえ、会社の女子社員のように軽く話が出来るまでには程遠いが。

　ジントニックとオレンジジュースが運ばれてくると、静香はお酒を頼まなかったことを後悔した。桂のカクテルがとてもおいしそうなのだ。

　目を泳がせていると、桂がメニューを渡してくれる。

「どうぞ。お酒飲んでも、俺が送るから平気だよ」

「すみません。すごく美味しそうだから」

「好きなものどうぞ」

　勧められるままメニューに視線を落とすと、さっきまで視界に入ることのなかった鮮やかな色が目に留まる。ノンアルコールも良さそうだが、せっかくだから一杯だけでも飲んで帰りたい。おすすめのカクテルに決めると、桂が頼んでくれた。

　サンドウィッチと共に運ばれてくると、静香はそっと口をつけた。

　さわやかな甘さが口内に広がる。

「美味しい」

「そう？」

　桂の優しい眼差しに、静香は自然と笑み返していた。

　酒の力を借りて、少しだけ積極的になれているような気がする。それに、この暗闇のせいか桂の顔を意識しないで話せるのも有り難い。

　ほっとしていると、桂が一気に酒を飲み干した。

「最近頑張ってるんだし、少しは気楽になった方がいいよ、飯村さんは」

「それが出来れば。私だって、緊張なく人と喋れればなって思うんです」

　不思議と言葉が出てきて、またカクテルに口を付ける。

　甘い味とともにふわふわした心地になり、サンドウィッチに手を伸ばす。

　今まで、緊張してぎくしゃくした動きになっていたのに、今日は桂を意識しすぎることなく自分の行動がとても滑らかだった。

　桂はメニューを広げて、別のカクテルを注文している。

「今日はいつもより喋るね。お酒のせいかな」

「そうだと思います。でも、仕事中にお酒なんて飲めませんから」

　ふふっと笑いながら、心地良さが増してくる。

　緊張の糸がぷつんと切れて、解放されたのが分かる。同時に空きっ腹に酒だったことを思い出して、はっとしてサンドウィッチをまた摘まむ。

「おなか減ってる？　だったら、帰りに何か食べようか。焼肉とか」

「焼肉。いいですね」

「このホテルの中にも入ってるんだけど」

「でも、明日も仕事なので」

「分かってるよ。ちゃんと送ってく」

　桂は微笑みながら静香を見つめて、運ばれてきたカクテルを手にした。

　静香は残っていた酒を呑んでしまうと、頬を赤らめる。

　酔ってしまったかもしれないと思いつつ、心地良さに勝てなかった。

「頬が赤い」

　すっと頬を撫でられても、静香はそのまま受け入れた。

　いつもなら拒絶するところだが、今日はなぜか桂の甘ったるい行動が嬉しくもある。このまま流されてしまいたい、そんな気さえ起こってくる。

　すっかり酔ってしまったようだ。頬に添えられた桂の手の暖かさが心地よくて、無意識に頬ずりしてしまいそうになったところで、桂の手が離れていった。

「酔ったかもしれないね。少し覚ますといい」

　水の入ったグラスを差し出された。

「す、すみません」

　静香は言われるまま、慌てて水をごくごく飲み干すと、恥ずかしで逃げ出したくなる。

　お酒の力に身を任せてセックスするなんて、桂が現れるまで考えもしなかったことだ。さっき咄嗟に考えたことが恥ずかしくて仕方ない。しかも、桂にはそんな気持ちがないとばかりに水を差しだされてしまった。

　消えてしまいたい。

　俯いていると、桂はまた静香の髪にそっと触れてきた。

「どうかした？」

　心配そうな声だったが、それはどこか事務的にも聞こえた。当然だ。桂がこうして静香といてくれるのはすべて、仕事のためなのだから。

　静香は一気に酔いが冷めたような心地がした。

「やっぱり今日はもう、帰りませんか？」

「そう？　このバーの雰囲気、気に入らなかった？」

「雰囲気はとても良いですけど……」

　言葉に詰まってしまう。男性嫌いを克服する、そのためだけに過ごす店なら、雰囲気など関係ないはずだ。こんな店につれてこられたら、勘違いしてしまいそうになる。

「そう。男性克服まで後少し、かな？」

「まだ遠いかと思います」

「じゃあ、長い付き合いになりそうだ」

　そんな冗談めいた言葉にさえ、胸が勝手に鳴り始める。まるで、これは恋だと主張するかのように。静香は内心で否定した。店の雰囲気に流されているだけだと。




「タクシーで送るよ」

　店の前で捕まえたタクシーに二人で乗った。静香を家の前で下ろすと、桂は乗ってきたタクシーでそのまま帰って行く。タクシー内では、ほとんど会話をしなかった。

　静香はベッドに倒れ込み深いため息を吐く。

　すっかり酔いも覚めたというのに、触れられたところがまだ火照っているような気分だ。

　桂の長く細い指が髪の毛に絡んでいたと思うと、じんじんと胸が痛む。

　恋だと誤認しているだけだと言い聞かせていないと、今後、桂とふたりきりになるたびに意識して話せなくなってしまいそうだ。

　それでは訓練の意味がない。

　しかも、桂は女性に触れることに慣れているのか、静香に触れる時、顔色ひとつ変えない。内心はどんな想いなのか、静香には想像も出来なかった。

　いや、表情に出されても、静香は困るだけだが。

　ベッドから降りて小さな台所の横にあるこぶりな冷蔵庫から野菜ジュースを取り出すと、グラスに注いでダイニングテーブルの椅子に腰掛けた。

　そして、今日の反省会だと言い聞かせ、静香は自分の行いを思い起こす。

　途端に頬が熱を帯びるほど恥ずかしくなり、慌てて野菜ジュースを飲み干した。

（うっかり桂さんに触れられた場面を思い出すなんて）

　頬を真っ赤にしながら、もう一度ジュースを注いで椅子に座り、じーっと考える。

　そもそも、酔ったあたりからおかしくなっていなかったか？　と結論が出始める。

「今度お酒を呑むことになったら、オレンジジュースかウーロン茶にしようかな」

　そう決めて野菜ジュースを飲み干すと、歯を磨いてベッドに潜り込んだ。




　しかし翌日、仕事が終わると、桂はまた昨夜のバーに行こうと誘ってきた。

　今日こそはオレンジジュースだけにしよう。昨夜の二の舞になってなるものかと心に誓い、静香は桂の誘いにのった。
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「綺麗な夜景ですね」

「そうだろ？」

　そう言いつつ、隣に座る桂の体温を感じるだけで胸がばくばく鳴っている。

　てっきりテーブル席に案内されると思いきや、窓辺に設置されたカウンター席に案内された。肩と肩とが触れてしまいそうなほどの近さで、桂を意識しながら夜景を眺める。　

　昨日の自分との誓いを守りオレンジジュースを頼んだものの、桂の手にしているオリジナルカクテルの淡いブルーが美しくて、心が揺らいでしまう。

「オレンジジュースでよかった？　軽く呑めるものもあると思うけど？」

「いえ」

「酔った自分が嫌いとか？」

「そんな感じです」

「だろうね」

　見透かすように言われて、なぜか心地良さと緊張感が混じる。一緒にいることで、桂にどんどん見透かされていくような気がする。

　必死に平静を装ってはいるが、静香の胸の中ではすでに、桂への恋心が溢れ出している。

「じゃあ、今日もお疲れさま」

　お互いにグラスをチンと重ねると、静香はオレンジジュースに口を付ける。

　甘酸っぱい味を噛みしめながら、桂が頼んでくれたサンドウィッチやチーズの盛り合わせを口に運んだ。

　静香は今、自分が感じている緊張が、今までのそれとは異なっていることに気づいていた。桂を男性として意識するから緊張するのではなく、好きだから意識している。

　グラスが空いたのでメニューを見れば、美味しそうなカクテルの名前がずらっと並んでいた。

「俺の飲んでみる？」

　いきなりのことに戸惑いつつ、静香は小さく頷いた。

　そっとグラスに口を付けてみると、さわやかな味が口に広がる。同時に、いけないことをしているような背徳感が満ちてきて、すぐにグラスを返した。

「美味しいです」

　頬を赤らめながら、グラスを突き返した。

「飯村さんって……彼氏いないんだよね？」

「それがなにか？」

　不満気に言うと、桂はくすっと笑った。

「いや。男と付き合ってみたら、飯村さんの男に対する苦手意識、消えるだろうなって思っただけ」

　静香はハッとした。桂は分かっているのだろう。静香に男性経験が無いことを。二十五歳にもなって恋愛のひとつも知らないつまらない女だと、鼻で笑われた気がした。

「……やっぱり少しだけ。私もオリジナルカクテルを」

　ときには積極的に振る舞うことも必要だと自分に言い聞かせながら、静香は意を決してそう言った。

　静香の頼んだカクテルは、可愛いらしいピンク色をしていた。口に含むと甘い味が広がり、同時にアルコールが沁みてくる。

　ふわふわした心地に取り込まれてしまうと、この状況が決して悪くないものだと思えてきた。

「さっきの話……桂さんが彼氏になってくれるんですか？」

「あっ……いや……」

　桂がしどろもどろになっているので、静香は形勢逆転とばかりに楽しくなってくる。

　残りのカクテルを一気に呑むと、頬がかあっと熱くなった。

「もう一杯呑んでもいいですか？」

　桂に潤んだ瞳で訊いてみた。

「いいよ。少し、心を許してくれたみたいだね」

「お酒を呑んで、どうにでもなれって思っただけです」

「ふーん。でも、飯村さんがどうにでもなれって思っちゃったら、俺たち本当にどうかなっちゃうかもよ？」

　ちゃんとわかってる？　と念を押すように問いながら顔を覗き込まれ、言葉に詰まった。

　経験のない静香にも、桂の言っていることは理解できた。

「……ちゃんと、わかっています……」

　震える声を振り絞り、ようやく答えた。

　桂の視線が、静香の口元に注がれた。かと思えば目元や胸元、手指へとゆっくり、なめらかに移動していく。

　彼の視線が身体中に絡みついているのを感じた。いつものように直接触れられている訳でもないのに、それだけで静香の身体はぞくぞくと反応した。

　空いたグラスを指差すことでもう一杯呑みたい、と訴えると、桂は苦笑した。

「そんなに無理しないで。結局、飯村さんは男性が苦手で、お酒を飲まないと自分から男に近づくことなんてできないんだよ、今はまだ」

　言い聞かせるように優しく言って、桂は静香の髪に触れた。

　また見透かされてしまい、恥ずかしさと情けなさに襲われ、静香は俯く。

　髪に触れていた桂の手は、静香の頬に移動したかと思うと慰めるように撫でてくれた。

　それだけでほんの少し、心が落ち着いた。桂の手を心地よいと感じるのは酔いのせいだろうか。

「私から誘うのは、おかしいですか？」

　上目で言うと、桂は首を振った。

「そんなことないよ。本当は怖いのにこんなに頑張ってるんだなって思うと、健気でかわいく思えてくる。こんな姿、会社じゃ俺しか知らない訳だし。独占欲が湧いてくる」

「そう……ですか」

　静香はわずかに残る理性で、その意味を探ろうとした。

　独占欲と言われて、恋に繋げるのは短絡的かと思いつつ、今まで言われたことがないせいで気持ちが浮ついていく。

「後悔しない？」

　耳元で囁くように問われ、無言で頷いた。

「じゃあ、酔いが覚めないうちに、部屋に行こうか」

「部屋……」

　ほわんとした心地ちでその意味を理解した。

　自ら誘っておいて、いざとなると逃げ越しになってしまう。でも、桂の微熱を孕んだ目は静香をとらえて離さない。

　ぎゅっと手を握られて腰を引かれると、ふらりとした足取りでも歩きだせた。

（ああ、うそ……。桂さん、本気……？）

　ふわふわした頭で考えつつ、自分から誘ったくせにと恥ずかしさで耳朶を染めた。目をぎゅっと瞑り、少しでも正気に戻ろうと思っても、繋がれた手から感じる温もりのせいで胸が鳴り止まない。

　そのままエレベーターに乗ると、バーの上にあるホテルの客室に向かっていた。

（部屋予約してるなんて、聞いてない）

　途端にどうしたらいいのか分からなくなる。けれどエレベーターの中では逃げ場なしだ。

　とはいえ、あまりに用意周到過ぎて緊張感が一気に増す。

　ホテルのバーということは意識していたし、だからこそ少し大胆になれたのだが、部屋があると言われて途端に酔いが覚めてくる。

　気持ちを固めるしかないと言い聞かせてエレベーターを降りた。

　もう足を止めることは出来ない。

　一室の前で止まると、扉のロックが解除されそっと開いた。

　促されるように中に入ると、部屋からも満点の夜景が見える。立ち尽くしていると、腰に腕が回されてそのままベッドルームに向かう。

　部屋の様子なんて見られず、俯きがちに着いていく。自分なんかでいいのだろうかという想いもあるが、桂がどうして誘ってくるのかと説明が欲しくなっていた。

　一晩の関係を終えたら、どう接すればいいだろうと考えると足取りが重くなる。適当な関係に収まるのかと想像すると胸が捕まれる想いで辛くなった。

　視界にダブルベッドが映るとはっと息を呑んだ。

　今日は男性克服の訓練じゃないんだろう。単純に桂が静香を女性として見て、セックスしたいと思ったから誘ったのかも。手際よく用意されたダブルベッドの部屋と、ホテルの中のバー。それに、いつにも増して熱を帯びた眼差しは、普段とは違って絡めるような視線だった。

（ああ、初めてってそういうもの？）

　どこか冷静に考えつつ、腰にぐっと力を入れられてベッドに押し倒されると、胸が鳴り止まない。さっきまであんなに酔っていたのに、もう頭が冴えている。

　急に冷静になってきて、口づけられた途端にジタバタもがいてしまった。

「やぁ……」

　自分でも気持ちの整理が出来ないうちだったせいか、突然のキスに朦朧とする。

　温もりを感じると同時に、キスで終わるならそうして欲しいと上目でお願いした。

「……無理です」

「どうして？」

「こわい……」

「そんなことないよ」

　耳元で囁かれてくすぐったいが、低音が響き頭の中を蕩かすようだ。

　もう一度キスをされると、今度は少しだけ受け入れることが出来ている。

　口内で舌を絡め取られると、くちゅっと音を立った。

「はぁ……はぅ……」

　獰猛な何かに口内を蹂躙されているような感覚なのに、心地良さに抗えずに勝手に口が開いていく。いけないと思いつつ、力が抜けていくことに背徳感が増していった。

　丁寧に唾液すら舐め取られるようなキスをされていると、着ていたブラウスのボタンに手がかかる。

　どくんと胸が跳ねたが、静香はもう桂を止めようとは思わなかった。

　桂が静香の服を、一枚ずつ丁寧に脱がせていく。静香は必死の思いで羞恥心に耐え、それに応じた。

　胸が露わになるのを感じた。

　そのままホックを取られてしまうとすぐに上半身が裸にされて、豊かな胸がさらけ出された。そこへ、桂の大きな手が覆いかぶさる。

「ふあぁっ」

　思わず甘い声をあげると、桂は丁寧に揉みしだきだす。

　感じたことのない刺激に腰を引いて逃げつつ、先端を捏ねられるとびりびりと頭の先から足の先まで刺激が走る。

「ひあぁっ」

「今日はどこまでしていいかな」

「もう……だめ……」

「それは嫌だな。飯村さんが普段絶対しないようなことしないと、意味ないだろう？　かといって、強引にしたくない。飯村さんはどこまで許せる？」

　権限が静香にあると分かるものの、素直に言えるようならとっくに言っている。

　今ですら、初めて感じる快楽に頭の中がめちゃくちゃになっていて、まともなことが考えられそうにない。しかも、桂に少なからず好意があるから余計だ。

「桂さんの、好きにしてください」

　恐る恐る言うと、桂は苦笑した。

「誘ってる？　終わってから後悔しない？」

　静香はどうにでもなれと思い、首を振った。ここまで来たのは自分の意思だ。

　今さら拒む理由だってない。

　すると、ピンク色に尖っている先端をムニムニと揉まれて吸い付かれた。

「あっあっ！　それっやぁ！」

「やめる？」

　こんな中途半端なところで止められたら、その後、二度とこんな勇気は振り絞ることは出来ない。恐怖と似た快楽に身体が侵食されているのだ。

　嫌だと言って帰ったら、桂だって二度と静香に手を出さないだろう。

　ちゅぱっと音を立てて吸われると、たまらずもう一度嬌声をあげる。はしたない声を上げ続けていると、次第に意識が朦朧として息をする吐息が大きく聞こえてくる。

「はあ……はぁ……はぁ……」

「ここ、綺麗な色に染まった」

　ようやく舌で転がされるのが止むと、下着がぐっちょりと蜜で濡れている。

　乱れているうちに溢れていたらしく、恥ずかしさでいっぱいになった。

　もうやめてほしいと訴えようと思うものの、腹の奥がジンジン切なく疼いている。

　悩んでいるうちにスカートが脱がされてしまう。たっぷりの蜜は糸を引き、余計に羞恥を煽られた。桂の目の前で裸になっていることが恥ずかしくてたまらず、思わず身体を隠すものの、桂の熱を帯びた眼差しは普段仕事では見ないように、身体に突き刺さるようにも感じる。

　足をわずかに開かされるとすっと指先が秘丘を撫でた。

「ふあぁっ」

「蜜で溢れてる。もう少し触れててもいいかな」

　ここまでされて、そそくさと逃げられないと静香は頷いた。

　すると、指先が何度も襞を往復してじれったい甘さに腰が震える。そして秘玉を見つけると、指先で捏ねまわされた。

「あっ！」

　腰を引いて逃げるものの、ぐにぐにと弄られてはしたない声があがる。

「ふあぁっ……あっあっ！　やぁっ……やぁっ！」

「そんな風に見えない。飯村さんは物足りないって顔して、俺の方を見てる」

「ちが……あぁっ……ああ！」

　確かにそうかもしれない、と思いつつその先の答えは考えないようにした。

　焦がれた思いが膨らんでいて、与えられる快楽のたびに物足りなさを覚えていく。

　初めてなのに、腹の奥が切なくて、そこを刺激されない限り、永遠に終わらないことが分かっているような気がした。でもそれは、桂とひとつに繋がるという意味だ。

「んぁっ……」

　中指が蜜壺に侵入して、内壁を押し広げていく。

　男性の太く節のある指先が入るだけでも圧迫感がある。そのまま抜き差しされると、部屋に水音が響いた。

　くちゅっくちゅっと音が響き、桂の指に蜜が絡んでいく。

「んあぁ……ああ！」

　めちゃくちゃに掻き混ぜられると、もはや理性など失い声を上げてしまう。

　自分の身体なかに、桂の指が這いまわっていると思うと、それだけでも蜜が溢れだす。

　すると自然と激しい水温が奏でられて、耳朶に響き、羞恥が煽られる。

　指が二本増やされるが、痛みはない。蜜がたっぷり溢れているせいだろう。

　抜き差しされながら、朦朧とした意識で考えていた。

（この続き……どうしよ）

　こんなにも激しくされているのに、腹の奥の疼きは収まるどころか増すばかりだ。

「あぁ……うぁあ……」

「このまましてもいいかな」

　静香は小さく頷いていた。

　ここで拒否する理由が思いつかなかったのだ。

　すると桂はベルトを緩めスラックスをくつろげて、男根を引き抜き、パッケージを装着した。

　初めて見る赤黒いそれにたじろぎつつ、ゆっくりと足を開脚させられるとさすがに恐怖が勝る。年齢相応に経験していれば良かったと後悔しながら、目をぎゅっと瞑ると、桂が言った。

「もう少し力抜いて。怖くないから」

「あ、はい」

　ぬちっと指先で蜜口を広げながら、男根を押し付けるようにして入ってくる。

「んんっ」

「痛い？」

「少し……」

　シーツを引いて痛みを逃がしつつ、ゆっくりと侵入する異物の大きさに目を剥いた。

　腹の奥を目指してゆっくりと侵入して、さっきまで感じていた焦がれたところに向かっている。

　けれど、想いとは裏腹に痛みが走り、貫いてほしいとは口には出来なかった。

　内壁が擦れるとぞくっとして身体を震わせたが、初めて挿入された感覚に慣れずに静香は耐えきれなくなった。

「もう……だめ……です」

「いいよ。ここでやめておこう」

　ひとつに繋がるというには程遠いものだが、初めてを捧げたのは確かだ。

「少し揺さぶってもいいかな」

「えっ」

「飯村さんの膣なか、凄い締まるから気持ちいい」

　返事を待たずに腰を使われると、隘路がこじ開けられる。

「んんっ！」

　激しい痛みを感じつつ、勢いで先ほどより深い所に侵入したような気がした。

「だ、だめっ」

　焦って止めると、桂は残念そうに中断し、その代わりに静香のたわわな胸を揉み始める。

「ひあぁ」

　いきなりのことでされるがままでいると、桂が満足そうに口元を緩めた。

「飯村さんのそんな顔見せられて、もう終わりにするなんて無理だ」

「どんな……顔？」

「そういうこと言うと、鏡の前でしたくなるだろ？　普段の自分を思い出してほしいな」

　そう言われて、ようやく冷静になってくる。

　普段の静香は男性が苦手で避けていて、言葉も少なくぎこちない。

　桂の嗜虐心を煽ってしまったということだろうか。

　ムニムニと揉まれながら、わずかに繋がる部分が滑りで自然と奥に吸い込まれるように侵入してくる。

「ふああ」

「飯村さん、可愛いよ、凄く」

　そう言われるものの、告白めいたものはない。

　やはり最後までするのはよくないと思い、静香はわずかに残る理性で桂に言った。

「もうやめて。もう終わりにしてください」

　自然と涙が溢れて、不思議な気持ちだ。

「ごめん！　泣かせるつもりでこんなことしたんじゃない」

　慌てて男根が引き抜かれると、先ほどまでの雄々しさは失われている。

　きっと突然静香が泣いたからだろう。

　ただ、静香だってこのまま続けてほしい想いもあるのだ。一晩だけ抱き合って、それで元の先輩後輩の社員の関係に戻れるのなら、そうしたい。

　しかし静香にはそんな器用なことが出来ず、少なくとも桂を好きになっているから、もうやめておきたかった。これ以上はお互いの関係がよくわからないものになる。

　桂だって一度関係を持ったら、二度三度と甘い関係が欲しくなるだろう。

「じゃあ、先にシャワーを浴びてくるといい」

「すみません」

　途端に冷めた空気に包まれると、静香は情けない想いになりながら、浴室に飛び込んだ。

　シャワーに打たれながら、後悔の気持ちで押しつぶされそうだった。

　桂は戯れで自分を抱こうとしたのかもしれないが、静香の気持ちはそう簡単なものじゃない。

　改めて、自分は桂が好きなんだと思った。










第三話











（飯村さんに、なんで近づいたんだっけな）

　日本の住まいである高層マンションの一室で、桂はぼんやり考えていた。たしか、リストラ候補だったはず。父親が言うように確かに悪い点があるが、それは男性が苦手という点だけであって、そこから引き起こされる凡ミスが係長の目には「出来ない営業』として評価され、社長の耳にまで届いたのだ。

　いざ会ってみれば、静香は少々問題があるものの、リストラするには惜しい人材だった。おまけにセックスをすれば、普段見せないような色っぽい表情で強請るような顔をする。

　艶っぽい顔を思い出すだけでも、ぞくっとして本人を前に冷静さを失いそうになる。

　デスクチェアにもたれながら、父親のメールには「仕事は順調』」とだけ書いて送った。

　桂の言う仕事とは、リストラ候補をその目で確かめることだが、静香に時間を割いている状態ですっかり遅れ気味だ。あの晩の求めるような声を思い出すと、かあっと耳朶まで染まるほど、静香を思い出す。

　そして、ひとつの答えに行きつくのだ。

（俺、好きになっているんだ。飯村さんのこと）

　改めて思うと、また頬を染めてしまう。

　あの夜、なんとなく気まずい空気のまま二人並んで乗り込んだタクシーで、桂は静香に、訓練はこれまで通りに続けようと提案してしまった。そしてあろうことか、「今度は映画でも見に行こう」と誘ってしまったのだ。

　自宅に戻ってから失敗だったと後悔したが、今さらどうやって断れば良いというのか。

　仕事上の付き合いなら、きっとお互いにうまく距離感を保てるだろう。しかしこれまで通りにプライベートな時間を共に過ごしてしまえば、距離が縮まるばかりだ。

　熱に浮かされて、考えなしに自分の気持ちに正直になっていたんだなと、今更自覚した。

　今の自分の行動は、本来の目的から逸脱してしまっている。

　静香をリストラすることが目的だったはずだが、もはやそんなことはどうでも良くなってしまっている。

　深いため息を吐きながら、桂は念のため父親に宛て、静香の直近の営業実績をメールで送った。

　そしてさらに、「とくに問題はないように思います』と一言添える。

　それで納得するとは思えなかったが案の定、父親からの返事は冷たいものだった。





＊　＊　＊






「どれがいいですかね。最近映画見てなくて」

　静香は、映画館の前でうーんと唸る桂に向け聞いた。異性との映画館デートなんて経験がないせいで、デートに向いた映画なんてものはわからない。

「これとか。記憶障害の女性と男性のヒューマンドラマ。なんか面白そうだから」

「じゃあ、それで」

　静香はお財布を出すと、桂がさっさと会計を済ませてしまう。自分の分だけでも払おうとお金を出すと、「大丈夫」と言われた。

「でも――」

「気にしないで」

　言われるがままにチケットを買ってもらってしまうと、申し訳ない気分になる。静香は先に行って飲み物を買って手渡すと、桂が嬉しそうに受け取ってくれた。座席を見つけて座ると、今にも触れ合いそうな距離にどぎまぎしつつ、スマホの電源を切ったりして、無言の時間をごまかす。

　あの日、ふたりで夜の時間を過ごしてしまってから、会社では以前の通りに振る舞っているはずだ。でも、上手く振るまえているか心配で、口数が減った。

　桂は変わらず声を掛けてくれるが、返事をするのがぎこちないと思う。

　映画が始まると、事故で記憶障害となってしまった女性を献身的に支える男性の日常が始まった。

　男性がどんなに尽くしても愛を囁いても、女性は翌日には忘れて一からやり直しの日々が始まる。けれどふとした出来事から、女性の記憶が留まるようになり、男性は結婚を申し込むのだが、女性は断った。

　自分に自信が持てないという理由からだ。

　女性の演技に共感して、静香は涙を溢れさせた。

　すると、隣で鼻水をすする音が聞こえてくる。

　もしかして桂かと思いチラ見してみれば、ハンカチで目頭を押さえながら泣いていた。

　こういう映画は淡々と見て、「ふーん」と澄まし顔をするタイプの人間かと思っていたのに、同じシーンで泣き出すとは意外だと、静香は思わず笑みを零していた。

（桂さんって、優しい）

　ぐすぐす鼻を鳴らすので、見かねて静香はティッシュを差し出した。

「どうぞ」

　小声で言うと、桂はぎょっとした顔を見せつつ受け取った。

「ごめん。いただきます」

「私も泣けてしまって」

「最後まで持たない」

　桂の一言にくすりと微笑む。今にも退席して外で大泣きしたいと言わんばかりだ。

　静香がハンカチも勧めるとそっと受け取ってくれた。

　けれど、自分のハンカチを渡してしまった為に、自分は指先で涙を拭う。

　ラストはヒロインの記憶障害がまた再発し、ふたりは結婚せず同居人として永遠を誓う、というものだった。

　その時点で、また桂も静香も号泣し涙が溢れて止まらない。エンディングテーマと女優の切ない表情が合っていて、胸が抉られるような切なさだった。

　映画が終わると、しばらくふたりで呆然としたまま、観客が立ち去るのを見ていた。

　ハンカチが差しだされ、とっさに受け取って涙を拭く。

「あんな終わり方ないよな。てっきり結婚して終わりかと思ってた」

「私もです」

「でもさ、ふたりは別の形で永遠を誓ったんだし、幸せだよな」

「そうですよ」

　ぐすぐすと鼻を鳴らしながら、ハンカチで涙をごしごし拭いたところではっとする。

　手渡されたものだからお構いなしに使ったが、桂のハンカチだ。

　涙と鼻水で汚してしまった。新品を買って返した方がいいだろう。そう思ってどんなものを使っているのかハンカチを少し広げてみると、ハイブランドのロゴが入っていた。

　年相応かとも思ったが、桂からはブランド好きという印象は受けなかったため、意外だった。

（元カノからのプレゼント、かな？）

　そう思うと胸が痛むが、余計な詮索はしないでおこうと決める。

　ふたりで映画館のホールまで出ると、ほっとしたように胸を撫でおろして、桂に言った。

「ハンカチ、同じ物買い直してお返ししてもいいですか？　それとも思い出の物だったでしょうか」

「いや、それならおあいこだよ。飯村さんのハンカチ汚したし。今度プレゼントさせて」

「じゃあ、それで。まさか桂さんが映画で泣くなんて思わなかったです」

「涙もろいんだよ。だから、ああいう終わり方されると、涙が止まらないんだ」

「そうですよね。ああ、もどかしい終わり方ですね」

「同じところで泣いてた」

　桂が苦笑するので、静香もおずおずと言い出す。

　辺りは観客を入れ替えたり、パンフレットを買い求めたりする人でごった返していて、ふたりは壁際に移動した。自然と寄り添う形になって恋人同士のような距離感に胸を鳴らせる。

　桂の方が背が高いので自然と上目で話す恰好になり、どぎまぎしつつ、口を開けた。

「私、てっきり結婚して幸せになって、記憶も戻って終わりかと思っていたから。好きなのに別れるって言ったとき、涙が止まらなくなってしまいました」

「俺も、マジかって」

「そうですよね」

「でも、凄く分かるんです。記憶が一日しか持たないのに、結婚で束縛したら、お互いに不幸せになるんじゃないかって」

　自然と溢れる思いを口にすると、桂が相槌を打って聞いてくれる。

「同じこと考えてた。単純なんだけど、そういうものだよな」

「そうですよね」

　桂の赤く充血した目を見つめながら静香は満たされた思いになる。こんな顔を見たことがあるのは社内に自分だけだろう。それに、まさか桂が映画を見て泣くなんて誰も想像しないことだ。

「じゃあ、この後はご飯でもゆっくり食べて――今日は帰ろうか」

「はい」

　一瞬の期待もあったが、あの日は酔った勢いで出来たことだと言い聞かせ、ふたりでレストランに向かった。

　話も弾み、静香は以前のような緊張に襲われることもなくなっていた。

　桂が相手だと、すらすらと言葉も出るようになった。身体を許したせいもあるが、今日映画館で桂と泣き所が同じだったせいも大きい。

　恋愛を強く意識するばかりで、当初の訓練の目的からは離れてしまっていることは自覚していたが、心地良さに呑まれていた。

　桂はどんな想いで映画館に誘ったのだろうと気にしつつ、その日はお互いに、夕飯を食べてから帰った。




「残業？」

　桂の滑らかな低音に、静香はこくんと頷いた。

「最近客足が落ちてますから、呼び込む為のイベントを企画することになりまして。ファミリー向けがほとんどですが、ふらりと立ち寄ってくれるようなイベントをして、ついでに車の買い替えのお話も出来ればと思っています」

「ふーん」

　桂は帰宅するつもりだったのか、鞄を手にしていたが、静香の隣、自分のデスクに腰掛けて静香のパソコンを覗き込む。

　そして顎を摩るとうーんと唸った。

「それもいいけど、今買おうとしている人に対するサービスの充実の方が良いと思うんだ」

「どうしてですか？」

　静香は気になって訊いた。

「ふらりと立ち寄った理由を考えてほしいんだけど。多分、車のメンテナンスとか新型を見たいとか、そんな理由からだと思う。本気で購入検討してる人に対して充実したサービスを提供する方が、他社に乗り換える心配がないような気がするんだ」

　桂の説得力ある言い方に、静香は目を丸くした。

　ここの営業部は面倒事は静香に押し付ける癖がある。

　いつも一人ですべてを考えるため、こんな風に意見を述べてくれるのは嬉しいことだ。

「じゃあ、新車購入のお客様にはオプションをひとつ付けるとか、購入のお祝いの品でブランド物の品物を差し上げるとかどうでしょうか？」

「そうだね、特別なお客様ですということをアピールした方がいい」

「であれば、価格範囲内で自由なオプションを付けられる、というのはどうでしょうか。こちらの利益は守りつつ」

「うん。良いと思う。ただ、採算が合わないと意味がないから、オプションは選択制にするのもありかもしれない」

「桂さん、ありがとうございます！　企画書を出してみて、係長に提案してみます」

　静香は笑みを零すと、桂は嬉しそうに眦を下げた。

「手伝うよ。早く終わりにしてご飯でもどうかな」

「あ……はい」

　桂の言葉に甘え、資料をサーバーに入れた。すると桂が受け取り、説明もなくキーを打ち始める。

「あの、もう少し話を詰めたいのですが」

「ああ、大丈夫。採算が取れる範囲内でオプション装備のプレゼントが一番喜ばれると思うから、それで進めよう。飯村さんは見合ったものをチョイスして。俺は試算表を出すから」

「はい」

　嬉しくなりながらキーを打ち始めると、頭の中にインプットされたオプションカタログを引きずりだして、喜ばれそうなものをピックアップしていく。

　内装のグレードをあげる、ランプのオプション、安全面のオプションなど考えられるものはすべて洗い出した。

　そしてそれを桂に送ると、すぐに試算表を出してくれる。

「出来た。これならいいかもしれない」

　桂がほっと安心したようにため息を吐いたので、静香は嬉しくて思わず頬が緩んだ。

「じゃあ、これを明日係長に提出しますね」

　桂からデータを受け取ると、綺麗にまとまった表に同じような価格帯がずらーっと並んでいる。けして安くないものを並べているが、多く売れることによって採算が取れる程度の価格のものだ。

「じゃあ、帰りにごはんでもどうかな」

「あ、はい」

　思わず返事をすると、桂から微笑まれた。

「何が食べたい？」

「お任せします」

「じゃあ、そうだな。企画が通るように願掛けして、少しいいところで食べようか」

「えっ。でも、まだちゃんと通ったわけじゃないですから」

「まあ、いいだろ？」

　時計を見ると、夜の八時を過ぎていた。帰宅するころには夜の十時近くなっているだろう。問題は、ごはんだけで済むかが心配だからだ。

　バーの一件があったせいか、夜に誘われるとそういう意味で誘われているのかと勘違いしそうになる。

　かといって断る理由がない。

「じゃ、行こうか」

　そう言って、桂が鞄を持って歩きだすので静香は後に着いて歩いた。

　デートのようなことはしているものの、まだ好意を伝えたこともないし桂から告白されたこともない。お互いに、先輩と後輩、男性に慣れる為の訓練を積むというだけの関係に徹しているつもりだが、最初に会ったときより確実に距離は近づいている。

　駐車場に向かって桂の車に乗り込むと、滑らかに走りだし都内の高層ビルを抜けた。

　しばらく走ると、ビジネス街に佇むシティホテルの駐車場に入り込んでしまう。

（まって！）

　声にならないほどの緊張に襲われつつ、今日は食事だけだと言い聞かせてお酒を口に含まないことに決めた。

　車が止まると、そっと降りて桂の隣を歩いてエレベーターでレストランに向かう。

　止まると、レストランフロアに降りて桂は受付で挨拶をして、席が空いていないかを聞き始めた。

　思えば、急に行って席など空いているわけがない。

「大丈夫だって。個室しか空いてないそうだから、そこで食べよう」

「個室……」

「そこしか空いてないらしい。せっかくだから、いいだろう？」

「そうですね」

　少し浮かれつつ、普段は入らないようなスペースに入ると思うと緊張して胸を鳴らす。

　通されると、広い部屋に大きなテーブル席が用意されていて夜景も綺麗な部屋だった。

　席に着くと、桂は嬉しそうにメニューを見つめ始める。

「コースでいいかな」

「あ、でも。私、あまり持ち合わせていないので」

「ああ、俺が払うよ」

「え、いえ。私が」

「飯村さんに払わせるわけにはいかない。会社の利益を出してくれてるんだし、あんなに頑張ってくれてるんだから」

「はあ」

（利益を出してくれている……？）

　首を傾げたくなるようなワードだが、追求する勇気はない。

　結局奢ってもらうことになると、食前酒は何がいいかと訊かれた。

「なにがいい？」

「あ、今日は遠慮します」

「軽めのシャンパンくらいなら酔わないよ」

「でも……。じゃあシャンパンでお願いします」

　すっかり企画が通ったかのようなお祝いぶりに萎縮してしまう。

　前菜が運ばれてくると、シャンパンを飲みながら口に運んだ。

　色どり鮮やかな野菜に魚が添えられている。

　切り分けて食べていると、すぐにメイン料理が運ばれてきて分厚いステーキに思わず涎が口の中に広がる。

　桂は器用に切り分けながら食べ、その慣れた手つきに目を奪われた。

　静香もそっと口に運びながら食べていると、肉汁が溢れてきて思わず「美味しい」と零してしまう。

　デザートまで食べ終える頃には、満足し、心も満たされていた。

「ごちそうさまでした。美味しかったです」

「ここはお気に入りだからね」

「え……？」

　咄嗟の言葉に驚くと、桂は頬を染めて言い直す。

「ああ……ええと。言いにくいんだけど実はさ、給料の大半を、こういう美味しい店につぎ込んでるんだよ。貯金なんてなくてさ」

「はあ」

（そんな風には見えないけど。もっと堅実だと思ってた）

「ははは」

　桂は笑みを浮かべるので、静香は相槌を打った。時計を見れば、もう夜の十時が迫っている。帰るタイミングを逃すわけにはいかない。

　静香が帰りますと言おうとしたときだ。

「あのさ」

「はい……」

「今日って、一緒にこの後、どうかな」

「この……後……？」

　ごくんと生唾を呑みつつ、その意味がわかった。

「あのさ。正式に付き合いたいと思って誘ったんだ。だから、今日……一晩一緒にいてくれないか」

　唐突に言われて戸惑いつつ、返事をしなければと思って言いよどむ。

　告白すればいいだけの話だが、そんな簡単に言葉は出てこない。

　手近にあったコーヒーを飲むが答えることはできなかった。

「だめ……かな？」

「いえ。その、私なんかで」

「いや、その、急ぎ過ぎてるのは分かるんだ。かなり、いきなりなことを言っているのは分かる。でも、俺にも時間がないんだ。だから、出来るだけふたりきりの時間が欲しい」

「時間がない……？」

　まただ、おかしなことを言っていると思うものの、追求が出来ない。

　それどころか、そのミステリアスさが余計に桂の魅力にすらなっている。

「だから、今日からでも付き合ってほしい」

　静香はこくんと頷いた。

　声に出す勇気はなかったが、これで返事になったろう。

　するとすっと桂は席を立ち、静香の手を引いた。

　立ち上がると、会計を済ませてエレベーターに乗り込んでしまう。

　まだチェックインもしていないのに、部屋が取ってあったのかと用意周到さに驚くものの、着いたのは最上階のスイートルームだった。

「ここ？」

「ちょうど、空いてたから」

「待ってください。空いてたからって、こんな部屋」

　ぐいっと手を引かれて部屋に連れて行かれると、扉が閉まるなりキスを落とされる。

　すぐに口内に舌先が割り入り、甘い吐息が漏れた。

　部屋の様子を伺う暇もなく、ぎゅっと抱きしめられて猛然と口腔を舐め取られる。

「ふあぁ……」

「今日から、静香って呼んでもいいかな？」

「は……い」

「静香は俺のこと、なんて呼んでくれるの？」

「……利之助さん？」

「ん……じゃあ、そういうことで。付き合ってもいいかな？」

「はい……」

　キスされながらの質問攻めに悶えつつ、頭の中がふわふわしていき何も考えられなくなる。同時に、身体が甘く痺れてきて蜜がとろりと溢れだした。

　キスされただけなのに、下着が濡れているのを感じる。

「あぁ……」

「前より受けいれてくれてる？」

　こくんと頷くと、舌先がさらに這いまわる。ベッドに押し倒されると息を乱しながら互いに舌を絡めあった。自ら応じたことは初めてだったが、積極的になるほど心地よさが倍増していく。それを覚えてしまうと止まらずに、舌を突き出した。

「ふあぁ……、利之助さん……」

「企画は絶対通るよ」

「はい……」

　とろとろの頭の中はすっかり仕事のことなど忘れていた。

　触れられるところ、重なるところが反応してジンジン熱を帯びている。

　桂がまだ冷静にキスをしていると思うと切ないが、静香は止まらない。初めて求められているからだろう。それまで見向きもされなかったし、必要とされるのは仕事の時だけ。

　桂の長い指先がブラウスを丁寧に外していく。すぐに脱がされてしまうと下着の上から丁寧に揉まれた。

「あっ……ふあぁ……」

　布と尖端が擦れて感じてしまい、声が上がる。すると今度はするりと下着を剥ぎ取られて柔らかい膨らみに手が覆われた。そしてそっと揉まれると切ない想いがこみ上げてくる。

　先端を扱くように摘ままれて、腰が逃げる。

「やぁっ」

「そうだったかな。もっとするよ」

「だ、だめっ」

　戸惑いの声をあげつつ、桂の指先が弄ぶように先端を弄りだす。すぐにピンク色に尖り、顔を隠した。羞恥に満たされていると、胸に顔を埋められてそこに舌先が這いまわる。

「あぁあ！」

「いい匂いがする」

　顔を振りながら拒みつつ、蜜がたっぷりと溢れて止まらない。下着はぐっちょりと濡れてしまい、自分が桂から快感をもたらされているのは否定できなかった。

　そしてそっと時折触れられるだけの頬や額、足など、ぞくっとしてただそれだけでもヒリヒリしている。

　桂が胸をしゃぶりながら、足を撫でるのでがくがく震えていると、そっと開脚させられる。

　まだスカートだって脱いでないと思い慌てて言おうとすると、桂の顔がそっと上がる。

「まだ脱がせてなかった」

「汚れたら、困るんです」

「そうだね」

　するっと脱がされてしまうと、すぐに桂は露わになった茂みに顔を埋めてしまう。

「ひあっ……そんなところ、だめっ」

「だめって言われる方が、続けたくなるな」

「んあぁあ」

　舌先が蜜玉を転がして刺激をもたらし、そっと顔をあげて見つめてしまうと、あり得ない光景が眼前に広がる。

　いつも社内で女子からも人気で、いきなり成績もあげた優秀な人が、自分の秘部を舐めていることに、猛烈な羞恥を煽られた。

「だめっ……もう終わりにしてください」

「それでいい？」

　ちゅっと音を立てて吸われると、身体にひりひりと刺激が走る。

　桂が望んでやっていると思うと、満たされたことのない欲求が満ち足りてきて、けれどその欲望はすぐに枯れてまた望む。その繰り返しになってしまう。これ以上おかしくされたら、桂なしではいられないと思えてくる。

「やぁ……やぁ……」

　泣くように懇願するが、桂が辞めることはなかった。

　じゅるっと音がして、静香は身体をひくつかせる。そして舌先が隘路に入るとすぐに内壁を舐められて身体がうねりだす。

　シーツを引いて逃げようとするが、桂の猛然とした舌の動きに耐えきれず、目をぎゅっと瞑り耐えるしかない。

　すると、秘玉まで指先で弄り回されて身体がのけぞる。

「あっあああ！」

「こんなにして欲しがってるのに、素直に欲しいって言ってくれないのかな」

「は、恥ずかし……い」

「もうお互いに一度してるのに？」

「できな……い」

「じゃあ、おいで」

　そのまま手を引かれると、乱れた衣服のままだと気が付いて慌ててシャツを脱ぎ捨てた。

　そして桂と目が合うと、何を言われるのかと戸惑いおどおどしてしまう。

　桂はおもむろにスラックスをくつろげると、下着を脱いで男根を見せてくる。

　すでにそそり立つそれを見慣れず、顔をそらずと、桂が言った。

「俺の上にまたがって、自分でしてみるといい」

「えっ……」

「恥ずかしいと思ってるんだろうけど、俺は静香の全部が見たい」

「あの……きゃっ」

　迷っている暇もなく、桂の座る上に座る恰好になる。猛りが尻に当たり挿入に至らずほっとすると、桂は意地悪な笑みを浮かべた。

「その先は自分で」

「私……が？」

「そう。終わったら、いつもどおりにするから、今日だけでも、俺に見せて？」

　意地悪だと思いつつ、甘美な誘惑に抗えずに腰を浮かしてそっと蜜口にあてがい挿入を試みる。ゆっくりと侵入してくると、体重のせいで一気に貫かれてしまう。

「あっふあああ！」

「あっ……くぅ……静香……狭いな」

　恥ずかしさに震えつつ、桂を見つめざるを得ない。

「ごめんなさい……。あっあっ！」

「こっちの方がいいだろう」

　静香は思わず頷く。焦がれた想いを瞬時に満たしてくれるくらい、最奥を突かれて息もままならない。桂と向かい合わせだから、卑猥な顔を見られるのは辛いが、以前より深い繋がりを感じて満たされる。

「腰揺らしてごらん」

「は……い……。あっあっ！」

「いやらしい静香」

「利之助さんが、そうしろって」

「そうだけど、静香は初めて会ったときから物欲しそうな顔してたし、処女だけど満たされた感じがないし、セックスは好きなんだろうなって思う」

　言い当てられた想いがしたものの、静香は答えなかった。

　ここで正直に言えるほど、静香はまだ慣れていない。そのうちに本音を吐露してしまうのだろうが、その頃には桂とも深い仲になっているんだろう。

　腰を揺らしてみると、奥を自らいたぶるようで喘ぐ度に恥ずかしさで満たされる。

「あぁ……あっあっ……利之助さん……利之助さん……」

　桂の舐めるような視線を感じながら、そっとキスを受けると自らも舌を突き入れた。

「上手だよ。静香」

「ふあぁああ」

「こんなになることは、俺しか知らないなんて」

　途端に身体を揺さぶられて、さらに奥を刺激されてかき乱される。

　たわわな胸が揺れると桂がちゅっと吸い付いた。

「あっあっ！」

「うっ……くぅ……限界……」

「利之助さん……！」

　その刹那、静香の腹の中に白濁が飛散する。

　どくどくと猛りが脈打ちながら熱を放出されてたっぷりと注がれると、静香はぐったりと桂に抱き着いた。

「幸せにする。静香のこと」

「利之助さん……。ありがとうございます」

　ぐったりした静香を抱き起こすと、桂はそっと身体を離して静香を横抱きにして浴室に向かった。そしてふたりでシャワーを浴びながら、もう一度キスが始まる。

「ふあぁあ……あぁ……」

「明日は仕事だったな」

「そうでした……」

「企画のこと、忘れてた」

「忘れてください」

　桂は何も言わず、湯を貼り終えないバスタブを見つめながら、静香は後ろを向かされる。

　そして、尻を突き出す恰好にされると、いつの間にかそそり立っていた熱を挿入された。

「あっあああ！」

「今は忘れるよ、静香のことしか考えない」

　ずんずんと激しく突かれながら、静香の頭は蕩けていった。
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「飯村さんの企画は好評だね。最初見たときは大丈夫かなって心配だったけど、買い替えのお客様が増えたと思う。他店への流出防止にもなっているようだし」

「ありがとうございます」

「またなにかあったらよろしく」

「はいっ」

　係長から褒められると、静香は自然と笑みを零していた。以前のようにおどおどするようなことも減り、デスクに戻るとほっと胸を撫でおろす。

　企画が通って、営業部で本格的に実施を開始し一か月が経とうとしていた。

　まだ数字が出たわけじゃないが、ファミリー向けの客が客を呼び、シニア向けの客が客を集め、口コミで広がっていてじわじわと売り上げに繋がっている状態だ。

　桂とも週末となればデートをして深い仲になり、彼なしではいられないほどになっている。ただ、問題は仕事での桂は売り上げ成績もトップクラスの中途採用の新入社員。

　営業成績がイマイチな自分とは不釣り合いじゃないかと思い、会社では周囲にバレないようにと少し距離を置いて仕事をしている。

　オフィス内の席替えがあり、隣同士だった二人の席が離れたこともちょうどよかった。今の桂の席は、静香が自席で業務を行うと、わずかに視界に入る程度のところにある。

　デスクワークに一段落付き、ほっと一息ついてカウンターに立って接客をしようとした時だった。

　桂の横にふわふわヘアの女性が立っている。営業部の人間じゃないことは確かだと注意深く見ていると、すぐに思いだした。

（店長の秘書！　山根さんだ。噂は聞いてたけど）

　たかだか店舗の店長に秘書なんて必要かと疑問視する声もあるが、秘書としては有能だと噂がある。

　何しに来たのだとこっそり睨んでいると、どうやら桂と話しているようだ。

　どんな要件なのだろうと様子をうかがっていると、連絡先を交換し始めた。

（どうして……！）

　話は終わったのか、山根はどこか嬉しそうに頬を染め、手をひらひらさせながら去っていく。

　桂はどんな顔をしているんだろうと思えば、どことなく嬉しそうに見えるような気がした。

（堂々と浮気!?）

　そんなことが許されるわけがないと思いつつ、桂はそういうことをする男じゃないと信じている。仕事とプライベートは分けているし、真面目だ。

　静香と付き合っているからといって、仕事中の態度が変わることもない。

　信じようと決めてカウンターに向かうものの、静香の心にはさざなみが立っていた。

　仕事が終わり、桂を誘って一緒に帰ろうとしたときだ。

　デスクを見れば、もうそこにはいない。いつもなら待っていてくれるのに、今日に限って帰ってしまったらしい。

　山根のことが頭によぎる。まさか彼女と帰ったのだろうか。ざわつく胸を抑えながら会社を出て、駅に向かって歩き出したその時。

　前方に見慣れた後ろ姿を見つけた静香は、咄嗟にビルの影に身を寄せた。すらりとした長身に、短く切りそろえられた清潔感のある黒髪。見間違えるはずがない。桂だ。しかし彼の隣には山根がいた。その事が、静香には信じられなかった。

　心臓がばくばく鳴りだして後を追うと、ビジネス街から離れて行き桂が行きそうもない繁華街に向かう。安い飲み屋が多く並ぶ中、桂は山根に手を引かれながら路地裏を曲がる。

　同じように曲がると、そこはラブホが建ち並ぶところだった。

（うそ……）

　桂と山根の後ろ姿が小さく見えていて、どこかに今にも入りそうな足取りだ。

　静香は咄嗟にスマホを出して、ふたりで歩く姿とホテルの風景を震えながら写真に収める。

　そこで、後を追ってどうするつもりだと我に返った。踵を返し、肩を落として駅に向かって歩く。

　地下鉄に乗り込んで、人混みに揉まれながら帰路につく間、何度となくふたりの様子が脳裏によぎる。

　席に座ることが出来て腰掛けると、思わず撮った写真を見直した。

　そこには確かに桂と山根がいる。

　肩を寄り添わせて、いかにも恋人同士という雰囲気だ。

　写真なんて撮るんじゃなかったと後悔したが、桂に真意を問いただすときに役立つかもしれない。嘘なら嘘だと言って欲しいし、本当なら別れてほしい。

　不釣り合いだと思っていたせいか、山根のような女性と桂が並んでいる姿を実際に目にしてしまうと、そちらの方が現実味があるように思えてしまう。

　涙が溢れそうになり目頭を押さえると脳裏に思い出がよみがえる。

　桂がうっかり泣いた映画はなんてタイトルだったろうかと頭を働かせるものの、何も思い浮かばない。

　電車が止まり、慌てて降りると我慢していた涙が溢れだした。










第四話











　桂と山根が付き合っているのではないか。

　その噂は静香が思うより早く、社内を駆け巡った。いつもは車で帰宅する桂がふらふら街中を歩いたせいで、帰宅途中の同僚に目撃されていたらしい。

　それでなくても、山根は目を引くほどの美人だし、桂は細身の紳士のような風体。

　そんなふたりが歩いていたら、誰の目にも留まるだろう。

　結局、同じ営業部の女子が偶然見つけて、噂は瞬く間に広まった。

「桂さん、山根さんと付き合うなんて。ちょっと意外だわあ」

「そうですか？　お似合いですよ」

「え、私はてっきり、桂さんって外に美人の彼女がいるタイプかと思ってた」

　女子社員は好き勝手に言うものだから、静香は肩身が狭くなる。

　本当の彼女は同じ営業部の冴えない女だとは誰も思わないだろう。桂は可愛いと言ってくれるが、山根を見てから、すっかり外見にも自信を無くして以前にも増して化粧気がなくなっている。

　桂との決定的な証拠を押さえた日から、桂とは一緒に帰っていない。静香が一方的に避けているのだ。

「飯村さん。ちょっといい？」

　顔を上げれば、桂がいる。

　どんな顔をすればいいだろうと作り笑いを浮かべると、桂は寂し気な表情を見せた。

「気になってることがあるから、資料室に来てほしいんだ」

「……はい」

　自信なく返事をすると、桂は先に歩きだす。

　営業部横にあるパンフレットが仕舞ってある小さな資料室に向かうと、桂は扉を閉めるなり、鍵まで閉めてしまった。

　いつもは感じない桂からの威圧感に気圧されつつ、壁際に追いやられる。

「なんで先に帰ったりするんだ？」

「だって」

「山根のこと？」

「ち、ちがう」

　デスクの上に置いてきてしまったスマホを思い出しつつ、いざ本人を前にして証拠写真だと突き出す勇気はなかった。

　ホテル街を歩くふたりのことを追求できるほど、長い付き合いじゃないような気もしてしまう。たかが数か月ほど付き合っただけで、彼女だと言い張る勇気がない。

「じゃあ、最近なんで避けてるんだよ。俺が仕事のミスでもした？」

「ううん。違うの。あの……。ひとりで帰りたいなって」

「だったら一言言ってからでもいいだろ」

「そうだよね」

　俯くと、桂が耳元で囁いた。

「嘘ついてないか？」

　甘い声にぶるりと身震いしつつ、首を振った。

「ううん。だって、そんなことして意味ないでしょ？」

「じゃあ、山根のことどう思う？」

「綺麗な人だなって」

「ふーん」

　桂は素っ気ない返事をしつつ、静香のことを観察するように見つめてくる。

　耐えきれずに背を向けて扉の鍵を開けた。

「とにかく、仕事中なので戻ります」

「待て」

　伸びてきた桂の腕が、開きかけた扉を強引に締める。後ろから覆われる体制になり、久しぶりに桂の体温を感じた。極度の緊張に襲われ、怯えたように桂を見つめた。

「なんですか？」

「俺と山根はなんでもない」

「そうですか」

　静香は桂が言い訳しているんだと思った。

　真面目な桂でも、社内の噂になれば動揺するし、付き合っている静香のことを気にして焦るのかと観察してしまう。けれど同時に、本当のことを言ってくれないことに、愕然とした。

「仕事に戻ります」

　強引にドアを開けると、桂も観念して解放してくれた。

　仕事に戻ると緊張から解放されて胸がばくばく鳴り始める。

　あんなに必死にならなくても、静香はどこか客観的にふたりを否定しているところもあるのだ。

（店長のお抱えの秘書が、営業部の新人に手を出すなんて信じられない。でも――）

　スマホを取り出して、撮影した写真を見つめる。

　煌びやかなネオンの中に映るふたりの背中。あの時はお似合いだなんて思ったものだ。

　でも、冷静になれば山根は店長の秘書だ。しかも美しく有能で、近い将来本社務めが約束されているという噂だ。本社に行けば社長付き秘書に大抜擢も夢ではないと聞いたことがある。

　ただの平社員の桂とは不釣り合いといえば、不釣り合いなふたりなのだ。

　けれど、桂の醸し出す落ち着いた雰囲気が、山根の妖艶さと合っていて、お似合いともとれる。だからこそ、はっきり否定することもできない。

　結局その日は仕事の能率が悪くなり、さっさと帰宅することにした。

　週末。いつもなら桂とデートの約束が入っていて浮かれている朝。その日はデートもなく、落ち込んだままのんびりと着替えて朝食を済ませた。

　せっかくの休日を何もしないまま過ごすのは嫌だと思い買い物に出かけると、自然と桂と一緒に出歩いたところに足が向く。ひとりでは入れないようなシティホテルのレストランが並ぶところに向かってしまい、慌てて引き返そうとした。

　しかし、視界の隅に桂がいたような気がして振り向く。

　シティホテルのエントランスに山根と共に入って行く瞬間だった。

　一度ならず二度までも、ふたりの情事を目撃してしまうなんて――と落ち込みつつ、家に帰る気にもなれずに近くのカフェで呆然としていた。

　すっかり桂に騙されていたことも悔しいが、お相手が山根のような静香とは正反対の女性だったことも、悲しみに拍車をかける。最初から自分は桂の好みのタイプではなかったのだ。静香のように初な女が珍しくて、遊んでやろうと思ったのかもしれない。彼の本心に気づかず、うっかり身体を許したことが情けない。

　コーヒーを飲みながら、肩を落としているとポンと肩を叩かれた。

「何してるんだ？　こんなところで」

　顔をあげると、桂がいる。

「なんで、ここに」

「ここに入るの見えたから。コーヒー一杯で、一体何時間粘るつもりだ？」

「何時間……？」

　はっとしてスマホの時計を見れば、もう夕暮れ時の時間を指している。ふたりを見たのは昼頃だったのに、いつの間にそんなに時間が過ぎたのだろう。

　店員も近寄って来なかったし、情けないため息ばかり吐いていたからほっとかれたのだろう。怪しい客に間違われたかもしれない。

「やっぱり疑ってたな。俺と山根のこと」

「ごめんなさい」

　桂が正面に座り、コーヒー一杯を頼んだ。小骨が刺さるような思いをしていたことを吐露するにはいい機会だろう。

　そっとスマホの画面を切り替えて、ふたりがホテル街に消えていく写真を見せる。

　桂の表情を見るが、彼はひくっと眉を動かすだけだった。

　無言のままでいると、桂が静かに訊いてくる。

「これをどこで？」

「山根さんとふたりで帰るので着いて行ったら、いなくなったので」

「それでよそよそしかったのか。あの日の山根さんは強情でね。疲れたから介抱してくれって強引にあんなところまで連れて行かれたんだよ」

　桂は真面目な顔で言うが、今日だって会っていたじゃないかと口を衝いて出そうになる。

　すると桂が真剣な表情で言った。

「まあ、そもそも、そんな隙を見せた俺が悪いんだ。彼女、どっから情報を得たのか分からないけど、俺がカツラ自動車の社長の息子だって知ってたんだよな」

「え？」

　イマイチ話が飲み込めない。

　カツラ自動車の社長の息子が桂であるのなら、不釣り合いなのは山根だけでなく、静香だって同じだ。世界を股にかける自動車メーカーの息子の相手が、単なるＯＬでいいわけがない。

「ごめん。色々順番に話すよ。まず、山根さんとは何もない。山根さんが彼女になりたがったんだが、俺には静香がいると言い続けていたら、駄々をこねだして、疲れただの帰れないだの言い出して、ホテル街に連れ込まれそうになった。社長の息子だとバラされたくなければ言うことを聞けって脅されたけど、バレたら身分を明かすつもりで社内に潜入したから、問題ないと突っぱねたら、泣き崩れちゃってさ。それきり諦めてくれたよ」

「はあ……」

　静香は今までの徒労はなんだったのだろうと呆れるほど、桂が真剣に思ってくれたことにほっとする。気が抜けて疲れてきてしまった。

「それで、これは静香には少し悪い知らせなんだけど。君は本来、リストラ候補だったんだ。ただ、どんな人物かも分からないままではいけないからと、俺が候補を調べている。静香はその中では断トツに優秀で、会社では必要な人材だと父には伝えてある」

「あの……え……？　リストラ候補？」

「そう。俺が君に近づいたのはリストラする為だったんだ。悪かった」

　眩暈がした。対応を間違えていれば、静香はリストラされていたのだ。どんな基準で候補に挙がったのかはわからないが、上司の評価が悪かったのは確かだろう。桂が調査してくれなかったら、静香は今頃、路頭に迷っていた。父親に報告したと言うことは、その話はなくなったのだろうが、心臓に悪い。

「もう平気なの？」

「大丈夫だ。静香を失う方が、会社の損失を生むと報告した」

「そう。それで時々、私のこと利益なんて言ってたのね」

「うっかりね」

　くすっと笑う桂だが、静香は笑うことが出来そうにない。恐らく、営業成績を見て報告されたのだろう。売り上げでは、静香は上位に食い込むどころか最下位を更新中だ。

「それで、今日はその父親に用事があることを山根から聞かされて、渋々彼女とホテルに出向いたんだ。どうやら、山根は副社長付きの秘書になるそうだからね。どんな手を使ったか分からないけど、裏事情に詳しい女は嫌いだから、俺の傍には近寄るなって言ってあるけど」

　桂は疲れたように首を回す。

　もしかしたら、社長を前にして、桂の秘書になりたいと直談判したのかもしれない。

　そんな想像をしてしまうと途端に嫉妬しそうになるが、桂がこの調子なら彼女は近寄れないだろう。

「だからね、静香」

　桂が前のめりになって言い始めるので、静香は緊張して息を詰める。

「これからも俺の傍にいてくれないかな。最近逃げてばかりだろ？　俺も山根の相手してて、ちゃんと話せてないから、ずっと会いたかった」

「あの……。私なんかでいいんですか？」

「君がいい。仕事のパートナーとしても有能だけど、彼女としても相性がいいだろう？　それとも、そう思ってなくて、別れるつもりでいた？」

「ごめんなさい。今日のことがあって、別れた方がいいのかと思ってました」

「じゃあ、やり直すまでだよ」

　桂からぎゅっと手を握られて微笑まれると、静香は自然と安堵した。

　これまで抱えてきたわだかまりも消えて、初めて抱えていた鬱屈した気持ちもほぐれていく。山根が強かな女だとは知っていたし、太刀打ちできないことは分かっていたが、内心はかき乱される想いが辛くて、仕事だって上手くいかなかった。

　誤解だと分かってほっとする。

　ただし――。

「利之助さん……。カツラ自動車の社長の息子さんなんですね」

「それがどうかした？」

「あ。だって、私でいいんですか？」

「じゃあ訊くけど、俺がそういう立場がなく、単なる営業の平社員でも、静香は俺を好きだって想ってくれてるだろ」

「そうですけど」

　頭の中では桂は変わらないとは分かるのだが、そこかしこに見え隠れしていた豊かさを考えると、自分とは不釣り合いじゃないかと不安になる。それこそ、世界のカツラ自動車なのだから。

「心配なら、少し離れる？」

「それはいや……です」

「じゃあ、今日は一緒でもいいよね？」

　静香は頷くと桂は手を引いて席を立つ。

　今まで拒絶の気持ちで満たされていたせいか、一瞬手を引くがぎゅっと握り締められて胸が跳ねた。そのままカフェを後にすると、桂が消えて入ったシティホテルに向かう。

　躊躇なく足を進めるので着いて行くしかないと気持ちを固めていると、桂が振り向いた。

「悲しませるようなことして、ごめん」

「でも、それは山根さんが」

「理由はどうあれ、ちゃんと謝りたい。静香は恋愛が得意だとは思えないし、俺が静香だったら、怒ってるだろうから」

　静香は頷くと、さっきまで受け身になって歩いていたが積極的に足を進めた。

　以前と同じように、桂のことが好きだから一緒にいたいという気持ちが満たされている。

　フロントに声を掛けると、桂はすぐに部屋のカードキーを受け取りすぐに部屋に向かう。

　手際の良さに驚いていると、桂が言った。

「スイートルームはいつでも借りられるようにしてある。その代わり、このホテルの社員にはカツラ自動車が割引されるんだ」

「そうなんですか。ちょっとずるいような気がします」

「黙っててくれよ。海外との取り引きも多いから、こういうことでもしないと部屋を常に確保できないんだ」

「わかりました」

　静香は微笑むと、エレベーターに乗り込むなり腰を引かれて抱き寄せられた。

　以前より心臓が高鳴り、桂を意識してしまう。

　最上階に到着すると、すぐに部屋になだれ込むように足を運び、部屋に入るとすぐにキスをされた。広いリビングに大きなソファ、調度品は磨かれていて、デスクまである。そして広い寝室が別にあることだけは分かったものの、部屋をゆっくり見てまわる余裕などない。　すぐに口内に舌が這いまわり、静香も舌を絡ませる。

「辛かったんですだから……」

　静香の言葉に応じるように、桂は舐るように舌を這わせてくる。

　口内をなめまわされると、涎に塗れて静香は頭を蕩けさせていく。

「ふああ」

　ぼんやりした頭で幸せを感じていると、窓辺に立たされる。

　眼前に広がる夜景を前にしながら、後ろから覆いかぶされれた。

　熱を感じて身体をひくつかせつつ、期待に満ちて頬を染めると耳朶で囁かれた。

「綺麗だ」

「うん」

「夜景じゃない。静香のうなじ」

「えっ……そんなところ？」

　すぐにちゅっとキスを落とされて、くすぐったさと高揚感で身体が一気に火照りだす。

　窓越し映る卑猥な顔に煽られて、逸らすと桂の指先が顎を持ち上げる。

　強制的に窓を見つめる形になると、卑猥な顔をした自分が映った。

「やっ」

「だめ。こんな顔して求めてくるんだから、俺が他の女に目がいくわけないだろ」

「で、でも、私が見る必要ないような……？」

「そういう風に恥ずかしがるところを、俺が見たい」

　強引に顎を持ち上げられながら、耳朶を甘噛みされて身体が震える。

　すぐにスカートをめくられて下着を脱がされると、蜜壺の指がいきなり二本侵入してきた。

「ふあああ」

　静香は自らはしたない声で喘ぎ、卑猥な顔で求めていた。こんな風になってしまうのかと思いながらも止められず、指の抜き差しに応じるように腰を揺らす。

「身体だって俺のこと覚えて欲しいはずだよ」

　ぐちゅぐちゅと音を立てて掻き混ぜられると、桂の言うことが身体と頭で理解させられる。逃げ場ナシにされて、快楽の扉をこじ開けられていく。

「あっあっ……！」

「どんな顔してるか見た？」

「見た……から……」

　腹の奥がじんじん疼き、とめどなく溢れる蜜が恥ずかしさを煽っている。

　カーテンひとつとっても絢爛豪華な部屋で、自分の水音が響いていると思うとたまらなく羞恥心が煽られる。

　とろとろに頭が蕩けていくと、指が三本に増やされた。

「あっ！」

「足りないのは分かってる」

「やぁ！」

　腰を振りながら応じていると、桂の指先がブラウス越しに胸を鷲掴みにした。

「ひあっ」

「物足りないって顔してる。自分でも見ないと分からない」

　静香は恐る恐る顔をあげると、真っ暗な中に煌びやかな光が散りばめられた世界に、自分の物欲しそうな表情が浮かんでいる。

　足りない、もっと欲しい、そんな顔で潤んだ目をしているのだ。

「ち、ちがっ」

「でも、静香は受け入れてる。素直じゃないだけだよ」

　胸を揉みしだかれながら言われて、頭の中が蕩けて何も考えられなくなる。

　息を荒くして、もう貫いて欲しいと口をパクパクさせて喘いだ。

「利之助さん……。ください……。今日は……たくさん……して？」

「言えたね」

　良い子だと言わんばかりだが、桂にはその言葉が似合っている。

　指が引き抜かれると、桂はスラックスをくつろげた。

　尻を突き出す恰好にされると、剛直なそれが蜜口にあてがわれる。そして一気に最奥まで貫かれると、静香は思わず背を仰け反らせた。

「ああぁ……ああ！」

「奥で絡みついてくる。気持ちいいって言えるかな？」

　怪し気な雰囲気すら漂う誘いに、静香は潤んだ瞳でうなずいた。

「気持ちいい……。だって私だけなんだから」

「そうだね」

　滑らかな低音に身体中が刺激され震えると、奥をずんずんと突かれて身体が揺さぶられる。胸を鷲掴みにされていつもより暴力的なのに、それが余計に煽られた。

　先端をブラウス越しに擦られて、また甘い声を上げる。

「ふあぁっ！」

　腹の奥がきゅっと締まり、熱を同時に咥え込む。

　ゆったりとした抜き差しから、激しいストロークに代わると途端に息をするのも苦しくなってきた。窓を見れば、自分の乱れた顔が映り、外の夜景よりもくっきり見える。

　いやらしく口を半開きにした顔が、桂の言うとおり、物欲し気だ。

　そんな顔を見て、桂は毎回静香はセックスが嫌いじゃないと確信していたのだろう。

　いやいやと言う度に、嗜虐芯を煽られたに違いない。

　恥ずかしさに満たされいくと、腹の中が熱でいっぱいになる。

「あっあっ！」

「いつもと違うから……はぁはぁ……すごく締まるよ」

「立っていられない……」

　がくがくと震えだす足で懸命に耐えつつ、窓によりかかるように立つ。

　すると腰を使われてそれすら許さないとばかりに全身で貫かれて、がっくりと頽れそうなほどの快楽に頭がくらくらしていく。

　耐えきれないと思いが満ちて息を荒らげていると桂も切なそうに息を荒くしだした。

　抽挿は早くなり、ぬちぬちと激しい水音と共に突かれて、互いにひとつになって蕩けていく。

　その刹那、腹の奥に白濁が飛散する。

「あぁっ」

　熱をたっぷり注がれて立っていられずにいると、桂がそっと横抱きにした。

　そしてソファの置かれたリビングの隣の広いベッドルームに寝かされると、どさっと静香の上に覆いかぶさる。

　息を荒くして、熱を放った余韻に浸るようだった。

　静香はそっと桂の頭を撫でると、桂はむっくりと起き上がる。

「足りないよ、静香」

「……利之助さん……が言うなら」

　まだ熱が残っているが、求められるという嬉しさに流されるように静香は足を広げて桂を受け入れた。
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　桂と熱烈に抱き合ってから、ふたりの関係は完全に修復しそして彼の素性も明らかになったことで、余計にお互いを強く意識するようになっていた。

　ただ、桂は会社では静香のデキる後輩というキャラで通してくれており、お互いに信頼し合えるような関係で仕事をしていた。

　桂が社長の息子であることは最初こそ意識したものの、だからといって変わることはないのだと思うと、自然体でいられた。

　その日も、桂と共に仕事をしてお互いにカウンターに立って接客をしていた。

　静香の立てた企画は売り上げアップに繋がり、販売台数を少しずつだが上げている。

　そのことは、桂から直接社長に伝わっているらしく、リストラ候補にしたことを謝罪された。

「おーい、飯村さん。ちょっと」

「はい」

　係長の間延びした返事を聞きながら、桂に会釈して向かうと係長はにこりと笑った。

「異動だよ」

「異動？」

　桂と離れるのは嫌だと思いつつ、彼はいつまで営業部にいるか分からないし、今ここで異動したら、桂と一緒に働けないことが辛い。

「専務付きの秘書だって」

「専務……付き？　いきなりそんな！」

「えらく社長が気に入ってるらしいよ、飯村さんのこと」

「あ……そうですか。ありがとうございます」

　それは少し狡い手段なのだと思いつつ、本来はリストラ候補だったのだから多少の役得のようなものだろうと思って、受け入れることに決める。

　とはいえ、専務の名前を聞いたことがない。

「社長が引き抜いてきた人らしいから、まだ新しい専務だそうだよ。頑張ってくれ」

「新しい……専務……」

　昇進だと聞いて喜びつつ、新しい専務となると話は別だった。

　外人かもしれないし、気難しい人かもしれない。

　社長のように年齢がいった人か、若い人かも分からない。

　頭を抱えながらカウンターに戻ると、桂がにこりと微笑んだ。

「聞いた？　専務の秘書」

「はい、営業部にいられなくなりました」

「俺の秘書なんだけど、いいかな」

「え……。専務って桂さん？」

　目を丸くしながら見つめると、桂はゆっくりうなずいた。

　周りを気にしながら、そっとポケットから真新しい名刺を渡してくれる。

「これ、証明になるといいけど」

「嘘なんて付かないじゃないですか。でも、ええと……ほんと『カツラ自動車　代表専務　桂利之助』って書いてありますね」

　声を潜めて言うと、桂はくすっと笑った。

「そう。これから挨拶周りにいかないといけないし、もう海外の証券会社には戻れないし、どっぷり親の会社に取り込まれたな」

　桂は肩を竦めて言うので、静香は小さな声で笑みを零した。

　これから桂とともに、新しい仕事に邁進しないといけない。

「異動は来月ってありましたけど」

「そう。本社勤務だ。一応訊くけど、嫌じゃないね？」

「はい」

　静香は深く笑みと共に頷いた。

　カウンター席に腰掛けながら、桂は周りに聞こえないようにぼやいた。

「今回のことがあって、リストラを簡単にしない方針にしたんだ。静香みたいなタイプの人間もいるし、異動させたら能力がアップしそうな人材もいそうだからね。それじゃコストカットの意味がないんだけど、静香みたいにそれ以上の利益を生んでくれる可能性があるなら、人件費削減はむやみやたらにやる必要があるのかって」

　桂は寂し気に言うので、少し心配して顔を除いた。

　思えば、他にもリストラ候補がいたはずだし全員が静香のように会社に残れたわけじゃない。きっと、やむを得ない理由でリストラされることになった人もいるだろう。

　その役目を桂が担っていたわけだから、重責だったろうし、わざわざ呼ばれてその仕事をさせられたのだ。きっとストレスだって多かったろう。

　映画を見て泣き出すのだって、疲れが溜まっていたせいもあるのかもしれない。

「元々、証券会社で働いていたんですよね。違う職種ですし大変でしたね」

「まあ、合理主義だったから呼ばれたんだろうけど。さすがに今回は辛かったな。静香のことを父親に言ったのだって、あのままばっさり切っていたら、自分の心がどうにかなると思ったからだよ」

「え？」

　静香は首を傾げた。

　偵察に来たとはいえ、リストラ候補に情が移っては意味がないと思うが、結果的に恋人同士になっている。あのまま切り捨てることを選んだら、もしかしたら桂は気持ちの整理がつかずに証券会社に戻っていたかもしれない。

「だから、こんなことはこの先あったらいけないと思って、静香のことを父親に丁寧に話して、これからは俺の傍にもっといて欲しいんだ」

「こ、こんなところでそういうこと言わないって約束です！」

　静香が頬を染めると桂がくすっと笑い、柔らかい眼差しで見つめてきた。

「これは仕事の話だよ」
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「今日から専務秘書となります。飯村静香です。よろしくお願いします」

　静香は頭を下げると、目の前の桂はデスクチェアに腰掛けながらくすっと笑った。

　きっと、挨拶なんて今更だと思ったのだろう。

　でも静香にしてみれば、桂が後輩から専務になったのだ。きちんとしておきたい。

「よろしくね。飯村さん」

「はい。それで、今日のスケジュールの確認をさせていただきたいのですが」

　新品のスケジュール帳を開くと、桂が待ったと声を掛けた。

「その前に、大事な話がある」

　真剣な眼差しで言われるので、胸が鳴った。

　あれ以来、プライベートでは熱烈に愛しあっている。

　まさかとうとう公私混同し始めたのかとたじろぐと、桂は一枚の紙を見せてきた。

　なんだろうと受け取ると、ずらーっと名前と部署が書かれている。

「リストラ候補だよ」

「待ってください。つい最近リストラしたばかりで、まだ早いのでは？」

「俺もそうだと思ってる。でもね、ここに上げた人間は俺個人で情報を集めてきた、利害を生まない社員なんだ。例えば――」

　お互いにデスクに紙を置いて見つめると、そこには山根の名前があった。たしか、副社長の秘書にのし上がったと聞いたが、どんな手を使ったのかは分からないほど、華麗なる昇進だった。

「彼女、副社長と不倫してるんだ」

「え？」

「というか、不倫関係になったから、副社長の秘書になったと言えるかな」

「あの……。それは彼女の実力じゃないんですか？」

「そういうこと。もともと秘書だったから近づく口実なんていくらでもあるし、美人だろ？　適当にそういう関係作って、会社でも秘書やって、仕事してるフリをしてるわけだ」

　桂は確信めいて言うが、その辺りは薄っすらと気が付いているため、静香は黙っていた。

　どこで彼女が聞き耳を立てているか分からないほど、情報網が凄いのだ。

「で、仕事ぶりを見させてもらったけど、凡ミスが多いし、副社長の秘書には向いてない。かといって、今さら店長の秘書なんて意味のない役職を認めるわけにはいかない」

　そう言って、山根の名前に二重線を引いた。

「彼女は調査するまでもなく、わが社には必要ないと考える」

　桂からぞくっとするような怖さを感じた。今までの仕事とは違いあらゆる決定権を与えられているのだから、今までの桂とは違うと痛感する。

　紙を見ても見知らぬ名前ばかりだが、この調子だとほぼ生き残ることは難しいリストだろう。

　桂の冷たい視線を見つめつつ、静香は顔をあげた。

「それで。俺の手伝いがあるって以前言っていたろう？　飯村さんには、密かに彼らを調査して欲しいんだ」

「私がですか！」

「そう。本人に会うまでもなく、データで判断できる者もいるだろうが、あらかじめ潜入が必要なら手伝おう。俺がピックアップしているから、余程のことがないと直接会ってみたいと思う人物じゃないと思うけど」

　桂の自信を感じつつ、リストラの手伝いをして欲しいと言われて困惑する。

　今まで呑気に仕事をしていたのだと思わされるし、自分が誰かの人生を奪う側になるのは気が引けた。

「お断りすることはできないんですか」

「出来れば、頼むよ。俺ひとりじゃ辛いって言ったろう？」

　そうだったと思い出し、桂だって辛いのだと思い出す。

　ただ、冷酷になれるかと自分に自信がもてなくなる。

「とりあえず、彼らのことをデータ越しに見てみれば分かる。静香なら、見抜けると思うよ」

「わかりました」

　名前を呼ばれて少し安堵して、静香はスケジュールを伝えた。

　新たな専務ということで、挨拶周りが多いが、その合間を縫って先ほどの仕事をしないといけない。

　ぐったりした毎日の始まりだと、スケジュールを伝え終えると笑みもなくなる。

「それから。もう一つ」

　そう言って、桂はポケットから鍵を取り出した。

　おもむろに見せられたせいでぼんやり見つめていると、桂が笑った。

「静香。同棲したら、少しは嬉しいこともあったと思えるか？」

「……」

「静香？」

　顔をのぞかれて、はっとした。

「はい。嬉しいです」

「そんな機械的な返事して、相変わらず仕事中は無愛想だな」

「すみません。でも――」

　目を泳がせつつ、手の上に載せられた鍵をそっと手に取った。

「一緒に帰れますか？」

「待っててくれるならね」

　桂の甘えた言い方に胸を鳴らしつつ、静香は喜びで微笑んだ。

　初めての仕事は、静香にとっては気の張るものばかりだったが、充実感で満たされ、そして桂の傍にいて仕事が出来ることも嬉しかった。

　以前とは違う厳しい表情を見せたり、決断する場面に出くわしてお茶を用意したり、立場の重要さを感じさせられた。

　そして、その日桂の帰宅を本社前のカフェで仕事をして待っていると、スマホが鳴って呼び出された。

　会社の駐車場に車を停めてあるから、と言われて向かえば桂からすぐに抱きしめられる。

「会社です」

「うん。だから家に帰ったらすぐ」

「……はい」

　初めてみる桂の自宅にどぎまぎしながらも、車に乗り込みオフィス街を抜けて、すぐ近くの高層マンションに車が入る。

　出来たばかりの駅前のマンションで、新幹線でも飛行機でもアクセスの良いところに建つ物件だった。ただ、その分、普通のサラリーマンじゃ買えない値段が提示されるのだろうが。

　エレベーターが高層階に降り、部屋に入ると、いつかホテルで見た煌びやかな光が窓から一望出来た。

「凄い。部屋からこんな眺めが」

「すぐに飽きたよ。最初は富士山が見えて喜んでたけど、やっぱり地に足のついた部屋の方がいいなと思い始めててさ。静香と結婚が決まりそうなら、都内に戸建てでも買おうかなと思ってる。それとも――」

「待ってください。まだ、付き合って間もないし。そんな……」

　静香は急に桂の肩書きが重圧に思えてきた。会社じゃ専務と秘書として、仕事として接するので平気だが、付き合って間もないうちから結婚と言われると、大丈夫なのかと不安になる。

「静香は俺好みの女性だよ。仕事も出来るのに、夜は激しいし。控えめだし」

「あの、夜が激しいのは私だけのせいじゃないかと」

「静香のせいだろう？」

　言われて、以前ホテルで抱き合って卑猥な顔を見せられたことを思い出す。

　話をそらそうと思っていると、手をぎゅっと掴まれた。

「ほら、すぐにするって約束だ」

　寝室に連れて行かれて押し倒されると、猛然とキスが始まる。

　ブラウスを脱がされ、ブラを外されると身体中に花弁が散りばめられた。

「あっふあ……」

　突然のことで戸惑いつつ、仕事中は意識しないように必死だった。

　少し桂を意識すると、頭の中でホテルでのセックスの映像が流れてくるのだから。

「そういえば、首筋に痕付けても問題ないかな」

「だ、だめです。まだ明日は会合が」

「まあ、確かにそうなんだけど。髪を降ろせば平気なところとか。背中とか、見えないところならいいだろ」

　言われてころんとひっくり返されて、背中をちゅっと痛みを伴うキスをされる。

　身体がひくっと震えて、恐る恐る桂を見つめた。

「大丈夫？　見えないですか？」

「背中なんて見ないだろ？　それとも――」

　そう言われて、首筋の裏にキスをされる。髪の毛で隠れて見えないようなところにまた痛みのあるキスをされて、思わず声をあげた。

「明日は髪は結べないな。それから、パンツスーツにしてもらおうかな」

「えっ！」

　言うがままに足にもキスをされる。痕が残るほどのキスはかなり痛んだ。

　けれど、そのまま足の先を舐められると途端に甘美な甘さに切り替わる。

「だ、だめ」

「やめない。だって静香はそんな顔じゃないからね」

　かあっと頬を染めつつ、身体中に散らされた花弁を感じてとろりと蜜が溢れだす。

　腹の奥がジンジンしてきて、今にも貫かれたい衝動になり、潤んだ瞳で桂を見つめた。

　指先を舐めていた桂は気が付いて、広角を上げる。

「じゃあ、もう少し刺激を強くしないと」

　言われると、スカートを脱がされて下着も剥ぎ取られる。そして足を広げさせられると、指先が蜜玉を転がし始めた。

「あっあああ！」

「蜜がたっぷりだ」

　溢れ出る蜜が指先に絡んでいき、ぬちぬちと卑猥な音を立てている。

　秘玉を押しつぶされる度に腰が揺れてしまい、もっと欲しいと強請るように瞳を向けた。

　すると、たわわな膨らみを揉まれて先端を扱かれる。

　同時に与えられる刺激に耐えられず、頭の中はとろとろに蕩けていく。

　ぐちゃぐちゃとはしたない音を立てていると、指が三本挿入された。

「んっあぁっ」

「滑ってすぐに入った。欲しかった？」

　静かに頷いた。

　もう否定の言葉は言わないで、素直にこの状況を受け入れようと思う。

　ぐちゅぐちゅと音を立てて抜き差しされると、強引に広げられた隘路が抽挿の度に狭くなり、息が荒くなる。

　膨らみにかかる手はその間も先端を扱き続け、何も考えられないほどの快楽に呑まれていた。

「あっあっ……利之助さん……利之助さん……！」

　蕩ける眼差しで果てそうだと訴えると、抜き差しが早まった。

「ああっ！」

　そのとき、静香は頭の中が真っ白になり恍惚の表情を浮かべ、桂を見つめる。

　桂は満足気にして指を引き抜いた。蜜が糸を引いて彼はシーツで強引にふき取る。

　そして、足を開いたまま、桂がスラックスをくつろぐのを待つと、そそり立つ男根が現れた。蜜口にあてがわれると、そのままゆっくりと侵入してくる。

「んああぁあ！」

「かなり締まる」

「利之助さんと一日中いたから。ずっと考えてたから」

「いけないな。仕事に私情は挟まない主義じゃないの？」

「利之助さんと一緒だと、そんなこと出来なくてっ！」

　揺さぶられながら告げると、桂は嬉しそうに「俺も同じだよ」と教えてくれた。

　ほっとしたのもつかの間、最奥を目指してずんずんと突かれて身体が揺さぶられる。

　たわわな胸が揺れて果てたばかりで、身体が鋭敏に反応していて熱を感じるだけでも身体中がひりひりして、もっとひとつに繋がりたいと思ってしまう。

　蕩けていく感覚を覚えながら、静香は朦朧とした頭で言っていた。

「好きです、利之助さん。大好きです」

「俺もだよ、静香。早くこうしたかった。素直に気持ちが言えないほど好きになるなんて、思わなかったんだ」

　蕩ける頭の頭上で桂は何かを吐露している。

　きちんと聞きたいのに、熱に浮かされているようになってちゃんと聞けない。

　桂は以前から自分を好きだったということだろうか。

「利之助さん……好き」

「ああ、俺もだ」

　最奥に到達して、ただ貪るように腰を使われると桂は抜き差しを早めた。

　そして、その刹那静香の腹の奥で熱が飛散する。

「あぁ」

「くぅう」

　苦し気な声が部屋に響くと、桂がどっかり覆いかぶさる。

　ぎゅっと抱きしめられながら、静香はもう一度桂に言った。

「好きです」

「俺もだよ。だから、今夜は寝かさない」

　そう言ってむくりと起き上がると、桂は静香をひっくり返して四つん這いにさせる。

　尻を突き出す恰好になると、すぐに猛りは復活しそのまま一気に貫かれた。

「ふあっぁあ！」

　じゅちゅっと激しい水音を立てながら、抜き差しされて静香は幸せを噛みしめた。

「静香。俺はね、ひたむきな君が好きなんだ。だから、こんな風にいつも傍にいられることが、本当に嬉しいよ」

「利之助さん……嬉しい……んっんんつ」

　快楽の坩堝に呑まれながらも、桂の言葉を聞いて心まで満たされていくと、静香も自ら腰を振って、大胆に喘いだ。

　その声が部屋中に響こうことも、聞いているのは桂だけ。

　彼だけに見せられる痴態だ。

「あぁっあああ！」

「素直な静香はもっと好きだ」

「気持ちいいです。利之助さん。もっとしてください。めちゃくちゃにしてほしいんです」

　うわ言のように呟くと、宙送が猛然と激しくなる。

　まるで静香の言葉に反応するように、激しく打ち付けてきた。奥を何度も刺激され、隘路はぎゅっと締まり、静香はのけぞりながら喘ぐしかない。

　膨らみの先端を摘ままれると、「ひあっ」と苦し気に悶えた。

「ああ……うぁ……もっと静香と繋がっていたい……静香……」

　桂の声が切なげで、朦朧とする頭で聞いても胸がきゅんとなる。

「ずっといて。利之助さん」

　静香は自分の声が以前よりずっとなまめかしくなっていて、どきりとしたが止められなかった。

「ああ……んぁ」

　桂の苦し気な声の後、すぐに腹の奥にもう一度熱が飛散する。

　白濁が溢れ出してシーツを汚すと、桂がティッシュでふき取り始めた。

　そしてお互いに倒れ込むと、桂は物足りないとばかりに静香に熱っぽい視線を向けてくる。

「シャワーを浴びよう。全然足りない」

「利之助さん……」

　思わずうなずいて応じると、ぎゅっと抱きしめられる。そして熱烈なキスをされると、浴室までまたずにもう一度ベッドの上で抱き合ってしまった。





＊　＊　＊






　足腰が痛い。仕事に支障が出そうだ。

　そんな思いを抱えつつ、桂との同棲は濃密な毎日の連続と寝不足続き。しかも桂の性欲の強さに身体は翌日には悲鳴をあげる。

　けれど、会社では桂と行動を共にするので訝しいと思う人物はほぼいない。

　結局、山根には辞令が出て、半年後にリストラが決まった。他にも早々に早期退職が決まった社員がいたが、まだ検討している社員も多い。

　大事な仕事を任されているというのに、桂のセックスはほぼ毎日で、二週間にして体力の限界を感じている。

　ふああっと大あくびをしながら時計を見れば、桂に午後のスケジュールを伝えにいかないといけない。

　慌ててスケジュール帳を持って出向くと、彼はうたた寝をしていた。

　起こしてはいけないと帰ろうとすると、音で目が覚めたのか目がパチンと開く。

「ああ、ごめん。やっぱり毎日はきついな。静香は眠くないか？」

「眠たいですけど、今は仕事ですので」

「そう。相変わらずだ。まあ、とはいえ、このスペースは俺のテリトリーなわけで、少しは俺の時間をくれないかな」

「はい？」

　首を傾げていると桂はおもむろに小箱を出した。

　開けて見せてくれると、中には大きなダイヤがあしらわれた指輪が入っている。

「婚約指輪。急いで作らせたんだけど、どうかな」

　あっと思った瞬間には涙が溢れていた。

　ハンカチを気にする暇もなく、指先で涙を拭う。

「仕事中なんて。ちゃんと家に帰ってからでも」

「家だとこういう真面目な話が出来ないだろ？　今しかないかと思ってさ」

　言われて、帰った途端にベッドに直行の日々だと思い出す。あまりにお互いの性欲が旺盛なので、帰宅前に食事を済ませないと食事すら抜きになってしまうのだ。

　長い間身体をひとつにしたいが為に、簡単で美味しい料理を見つける努力までしている。

　だから、職場でプロポーズも合理的といえばそう言える。

「俺と結婚してください」

「……はい」

　小箱を受け取ると、すぐに静香は指に嵌めてみた。薬指にぴったりで驚くものの、その豪華さにも目を見張る。すぐに箱に戻して、桂に預かってもらうことに決めた。

「桂さんが持っていてください。家に帰ってから、またください」

「わかった」

　桂は照れたように、頭を掻くとぼやいた。

「実はさ、静香に訓練って言ってたけど、あれ、途中から俺が好きになってて趣味に走ってるから」

「え？」

「そうでもしないと静香は俺とふたりきりになるタイプじゃないし、不自然なことに気が付いておかしいって言い張るだろうから。だから、ごめん。ちょっと騙してた」

　桂は恥ずかしげに頬を染めると、静香はくすっと笑った。

「そうかもしれないなって思ってました。だって訓練の割にスキンシップが多かったもの。でも、私も桂さんのこと好きだったから。職場男性とはご飯食べたこともありませんから」

「え？　そうなの」

「はい」

　桂は苦笑いすると、そーっと何かのパンフレットを見せてくる。

　そこには海外挙式と書いてあり、ふたりの男女が抱き合い、『ハワイアンブライダル』と大きく書かれていた。

　それを見た途端に、静香は頬を染めつつにっこり微笑んだ。

「では、しっかりリサーチしておきます」

「気に入ってくれた？」

「はい」

「じゃあ、俺の方でも色々調べるから」

「よろしくお願いします」

　静香は笑みを零しながら、桂と見つめ合った。

　彼となら幸せになれると確信できると思いつつ、スケジュール帳を開く。

　桂はすーっと指輪とパンフレットを仕舞うと、すぐに真面目な顔に戻った。

　そしてそれから一年後、ふたりは授かり婚をして、青緑の海を前に写真を撮っていた。

　夕焼けに映える写真はふたりの永遠の思い出になるだろうと、ベッドの上でデジカメを見ながら互いに頬を寄せ合い、微笑みあった。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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